
法人本部事業報告書 

 

１ 法人の目的事業 

この法人は、利用者が個人の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社会において営む

ことができるよう支援するために、次の社会福祉事業を行うことを目的とする。 

＜社会福祉事業＞ 

(１) 第一種社会福祉事業 

(イ) 特別養護老人ホームの経営 南風・第二南風・花菜風 

(２) 二種社会福祉事業 

(イ) 老人デイサービスセンターの経営 デイサービスセンター南風 

第 2 デイサービスセンター南風 

(ロ) 老人短期入所事業の経営 

<公益を目的とする事業＞ 

(１) 居宅介護支援の事業 

(２) 地域包括支援センターの事業 

(３) 介護予防支援の事業 

＜地域における公益な取組＞ 

(１) 浜松市学習支援事業受託事業「寺子屋しんづ」の運営（民児協との協働） 

(２) 介護予防教室「楽
たの

心
しん

出
で

」の運営支援、体操の指導及び会場提供 

(３) 南風バンドによる出前講演と音楽、地域住民に対する福祉教育 

(４) 実習生の受入れ（地域住民に対する福祉教育） 

(５) 講師派遣 

 

２ 理事会・評議員会の開催 

令和 5 年度における法人の業務を審議・決定するために、次のとおり評議員会及び理

事会を開催した。 

評議員・評議員会 …… 法人運営に係る重要事項の議決機関 

理事・理事会 ………… 法人の業務執行の決定機関 

監事 …………………… 理事の職務執行及び法人の財産状況を監査する機関 

＜理事会＞ 

第１回理事会 

(１) 開催日 令和 5 年 5 月 24 日(水) 

(２) 出席者 理事 5 名、監事 2 名 

(３) 議題 

第 1 号報告  理事長の職務執行状況報告について 

第 2号報告  新評議員決定の報告について 
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第１号議案 令和 4 年度事業報告及び令和 4 年度計算関係書類並びに財産目録の承

認について 

第２号議案 経理規程の一部変更について 

第３号議案 次期役員候補について 

第４号議案  定時評議員会の召集について 

第 2 回理事会（決議の省略） 

(１) 開催日 令和 5 年 6 月 12 日（月） 

(２) 議題 

第 1 号議案 次期理事長の選任について 

第 2 号議案 業務執行理事の選任について 

第 3 回理事会（決議の省略） 

（１） 開催日 令和 5 年 9 月 13 日（水） 

（２） 議題 

第 1 号議案 “大規模感染リスクを低減するための高機能換気設備等の導入支

援事業”の活用による特別養護老人ホーム南風 1 階部 空調機更

新及び全熱交換器新設工事について 

第 2号議案 第 1号議案にかかる入札結果及び契約について 

第 3号議案 臨時評議員会の開催について（決議の省略） 

第 4 回理事会 

(１) 開催日 令和 5 年 12 月 11 日（月）  

(２) 出席者 理事 7 名、監事２名 

(３) 議題 

第1号報告 理事⾧の職務執行状況の報告 

第2号報告 令和 5 年度社会福祉施設等の指導監査について 

第3号報告 令和 5 年度事業の中間報告について 

第1号議案  令和 5 年度第 1 次補正収支予算について 

第2号議案 “大規模感染リスクを低減するための高機能換気設備等の導入支援事業” 

の活用による特別養護老人ホーム南風 1 階部 空調機更新及び全熱交換

器新設工事にかかる入札について 

第3号議案 定款の一部改正について 

第4号議案 令和 6 年度業務委託契約について 

第5号議案 借地の次年度契約更新について 

第6号議案 嘱託医契約書等の業務委託契約更新について 

第7号議案 臨時評議員会の召集について 

第 5 回理事会 

(１) 開催日 令和 6 年 3 月 13 日(水)  
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(２) 出席者 理事 5 名 監事 2 名 

(３) 議題 

第1号報告  理事⾧の職務執行状況の報告 

第2号報告 令和 5 年度社会福祉施設等の指導監査の結果について 

第1号議案 令和 5 年度第 2 次補正収支予算について 

第2号議案 令和 6 年度事業計画について 

第3号議案 令和 6 年度の設備投資計画について 

第4号議案 令和 6 年度資金収支予算について 

第5号議案 辞任に伴う新評議員候補について 

第6号議案 臨時評議員会の招集について 

 

＜評議員会＞ 

第１回定時評議員会 

(１) 開催日 令和 5 年 6 月 12 日(月) 

(２) 出席者 評議員 8 名 監事 2 名 

(３) 議題 

第1号報告 新評議員決定の報告について 

第2号報告 理事⾧の職務執行状況について 

第3号報告 令和 4 年度事業報告について 

第1号議案 令和 4 年度計算書類及び財産目録の承認について 

第2号議案 経理規定の一部変更について 

第3号議案 次期役員の選任について 

第２回評議員会（決議の省略） 

(１) 開催日 令和 5 年 9 月 21 日(木) 

(２) 決議事項 

第1号議案 “大規模感染リスクを低減するための高機能換気設備等の導入支援事業”

の活用による特別養護老人ホーム南風 1 階部 空調機更新及び全熱交換

器新設工事について 

第 3 回評議員会 

(３) 開催日 令和 5 年 12 月 22 日(金) 

(４) 出席者 評議員 7 名 監事 2 名 

(５) 決議事項 

第1号報告 理事⾧の職務執行状況の報告 

第2号報告 令和 5 年度社会福祉施設等の指導監査結果について 

第3号報告 令和 5 年度事業の中間報告について 

第4号報告 ”大規模感染リスクを低減するための高機能換気設備等の導入支援事業
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“の活用による特別養護老人ホーム南風 1 階部空調機更新及び全熱交換器

新設工事にかかる入札について 

第1号議案 令和 5 年度第 1 次補正収支予算の承認について 

第2号議案 定款の一部改正について 

第3号議案 令和 6 年度業務委託契約について 

第4号議案 借地の次年度更新について 

第5号議案 嘱託医の業務委託契約の更新について 

第 4 回評議員会 

(１) 開催日 令和 6 年 3 月 27 日(水) 

(２) 出席者 評議員 6 名 監事 1 名 

(３) 議題 

第１号報告 理事⾧の職務執行状況報告について 

第 2 号報告 令和 5 年度社会福祉施設等の指導監査の結果について 

第 1 号議案 令和 5 年度第２次補正収支予算について 

第 2 号議案 令和 6 年度事業計画について 

第 3 号議案 令和 6 年度の設備投資計画について 

第 4 号議案 令和 6 年度資金収支予算について 

第 5 号議案 辞任に伴う新評議員候補について 

 

２ 入職者・退職者の状況（法人全体） 

 

 

 

 

 採用者数（人） 離職者数（人） 

正職員 契約職員 合計 正職員 契約職員 合計 

介護職員 7(南・第二・花) 12（南・第二・

花・デ・２デ） 
19 11(南・第二・花) 10(南・第二) ０21 

看護職員  4(南・第二・2 デ) 4 1（花） 3（第二・2 デ） 4 

機能訓練指導員       

生活相談員 1（2 デ）  1 3(南・第二・2 デ)  3 

介護支援専門員  1（居宅） 1  １(居) 1 

栄養士 1（第二）  1 2（第二）  2 

事務員       

その他 2(第二・包括) 4（第二・花・デ） 6 1（包） 4(南・第二・花・デ) 5 

合計 11 21 32 18 18 36 
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３ 年次有給休暇平均取得日数（法人全体） 

事業所名 南風 第二南風 

区分 種類 付与日数 取得日数 取得率 付与日数 取得日数 取得率 

介護職員 正規 328 252.5 77 392 257 66 

契約 149 133.5 90 177 135 77 

看護職員 正規 54 35 65 60 36 60 

契約    22 16.5 75 

その他 正規 132 92.5 70 144 125 87 

契約 111 97.5 88 105 74.5 71 

事業所 花菜風 デイサービス 

区分 種類 付与日数 取得日数 取得率 付与日数 取得日数 取得率 

介護職員 正規 175 113.5 65 76 69.5 91 

契約 101 95.5 95 255 229.5 90 

看護職員 正規 34 32.5 96 40 26 65 

契約 13 11.5 88 20 19.5 98 

その他 正規 40 31 78    

契約 20 15 75 38 30 79 

事業所 第２デイサービス 居宅介護支援 

区分 種類 付与日数 取得日数 取得率 付与日数 取得日数 取得率 

介護職員 正規       

契約 207 195.5 94    

看護職員 正規       

契約 70 57.5 82    

その他 正規 120 103 86 156 103 66 

契約 20 19 95 20 20 100 

事業所 包括支援 全体 

区分 種類 付与日数 取得日数 取得率 付与日数 取得日数 取得率 

介護職員 正規    971 692.5 71 

契約    889 789 89 

看護職員 正規    188 129.5 69 

契約    125 105 84 

その他 正規 94 75.5 80 686 530 77 

契約    314 256 82 
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4. 残業時間年間統計  

 南風 第二南風 

職種 種類 合計 人数 平均 最大 平均 合計 人数 平均 最大 平均 

介護職員 正規 1402.3 24 4.9 222.0 19.0 1546.0 25 5.2 271.8 22.6 

契約 80.50 17 0.4 37.2 3.1 284.2 16 1.5 170.5 14.2 

看護職員 正規 540.0 3 15.0 191.3 15.9 201.0 3 5.6 106.0 8.9 

契約 8.0 1 0.7        

相談員 正規 239.5 2 10.0 237.0 19.8 117.8 2 4.9 104.5 8.7 

機能訓練 正規 131.0 2 5.5 98.0 8.2 4.3 1 0.4   

栄養士 正規 88.5 1 7.38   25.5 1 2.1   

事務 正規 81.5 2 3.4 67.3 5.6      

 花菜風  

職種 種類 合計 人数 平均 最大 平均  

介護職員 正規 680.8 15 3.8 120.5 10.0 

契約 8.0 5 0.1 5.5 0.5 

看護職員 正規 263.8 2 11.0 216 18 

契約 6 1 0.5   

相談員 正規 143.5 1 12.0   

機能訓練 正規 108.5 1 9.0   

 デイ 第２デイ 

職種 種類 合計 人数 平均 最大 平均 合計 人数 平均 最大 平均 

介護職員 契約 139.0 16 0.7 31.8 2.7 172.3 10 1.4 43.3 3.6 

看護職員 正規 149.5 2 6.2 140.0 11.7 18.3 1 1.5 18.3 1.5 

契約 29.3 1 2.4   41.0 2 1.7 30.5 2.5 

相談員 正規 194.3 1 16.2   348.0 3 9.7 255.3 21.3 

契約 5.3 1 0.4        

機能訓練 正規 196.5 2 8.2 186.3 15.5 145.0 2 6.0 75.3 6.3 

 契約      0.5 1 0.1   

 居宅 包括 

職種 種類 合計 人数 平均 最大 平均 合計 人数 平均 最大 平均 

ケアマネ 正規 212.3 7 2.5 94.5 7.9      

契約 18.5 3 0.5 13.8  1.2      

事務他 正規 98.3 1 8.2   112.8 6 1.6 39.0 3.3 
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５ 育児休業取得者の割合 

(１) 令和 5 年 4 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日までの１年間に在職中に出産した女性 

(2 名)のうち、令和 6 年 4 月 1 日までに育児休業を開始した者(2 名)の割合は 100％

でした。 

育児休業取得率＝ 
出産者のうち、調査時点までに育児休業を開始した者の数（2 名） 

調査年度１年間の出産者の数（2 名） 

(２) 上記育児休業開始者の延べ育児休業取得日数は 72 日でした。 

(３) 育児休業終了後の復職者及び退職者の割合は、育児休業終了した職員が居ないた

め算出できません。 

 

６ 労働災害の発生状況 

 令和 5 年度は腰痛・転倒などの「動作の反動・無理な動作」により、受診 2 件、休

業 3 日以内 0 件、同 4 日以上 2 件、新型コロナウイルス関連 3 件の労働災害が発

生しました。 

 

７ 寄附の状況 

(１) 寄付金 

受入日 寄附者氏名 種類 金額 使途目的 

R5.12.3 澤木宏之（入所者家族） 現金 100,000 円 法人 

(２) 寄附物品 

受入日 寄附者氏名 品目 使途目的 

R5.7.7 浜松茶農業協同組合 新茶 300g×3 袋 施設 

R5.9.25 公益財団法人鈴木道雄記念財団  車輛（スズキエブリィ） 第 2 デイ 

R5.12.7 一般社団法人生命保険協会 車椅子 特養南風 

R5.12.10 曹洞宗瑠璃山龍谷寺（寺子屋関係）  ティッシュ・洗剤・衣類洗剤 法人 

 

８ その他（浜松市学習支援事業業務の状況） 

令和６年度において、新津地区民生委員児童委員協議会及び地域の皆さまを中心とし

た学習支援ボランティアと協働して実施した「寺子屋しんづ」の活動状況は、次のとおり

です。 

  なお、パワー浜松ロータリークラブさまが取り組まれている「子どもの貧困支援」「障

がい者の雇用機会の確保」の活動の一つとして、参加する子どもたちに２回に渡りお弁当

をいただきました。（浜松市社会福祉協議会の紹介） 
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(1) 実施回数  ４３回 

(2) 登録人数  ２６人（うち登録辞退者１２名） 

(3) 学習支援ボランティア  延べ３１４人（支援管理者を除く） 

(4) 運営ボランティア  延べ５９人 

(5) 参加状況 

区分 
登録人数 世帯区分別人数（再掲） 

実人数 延参加人数 生活保護 ひとり親 その他 

小学２年 ２人 ３４人 ０人 ３４人 ０人 

小学３年 ２人 ４２人 ７人 ３５人 ０人 

小学４年 ７人 １２６人 １９人 ９９人 ８人 

小学５年 ２人 ２２人 ０人 ２１人 １人 

小学６年 ４人 ７３人 ０人 ６２人 １１人 

小計 １７人 ２９７人 ２６人 ２５１人 ２０人 

中学１年 ６人 ９０人 ０人 ９０人 ０人 

中学２年 １人 ７人 ０人 ０人 ７人 

中学３年 ２人 ８人 ０人 ８人 ０人 

小計 ９人 １０５人 ０人 ９８人 ７人 

合計 ２６人 ４０２人 ２６人 ３４９人 ２７人 

 

９ 所感 

  令和 5 年度は、新型コロナウイルス感染症が 5 類へ引き下げられた事に伴い、施設と

して適切な感染対策を考えながら、入所者・利用者及びその家族や地域ボランティアの

方々との関係再構築を模索する年となりました。 

経営状態については、物価高騰に伴う支出の増加や居宅事業の伸び悩みによる費用増

加がある一方、特養施設の収益維持や補助金活用により、若干の黒字計上となりました。

令和 6 年度は介護報酬がプラス改定となりましたが、特養南風の大規模補修工事および

給食費・電気料金等の費用増加が見込まれることから、厳しい状況は変わらないと考えら

れます。今後も居宅事業の収益改善及び施設事業の収益維持を継続していきます。 
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令和 5 年度社会福祉法人ほなみ会施設事業報告 

 

 新型コロナウイルスが 5 類に移行し、特養での生活も大きく変化した一年であった。面

会制限の解除や外出等、コロナ禍で失った家族を含めたケアパートナーの理念に基づき元

の生活、元のケアに戻る中で様々な課題も明確となった。 

  

≪重点項目≫ 

① 専門職としての職員個々のスキルを向上 

リモート研修から対面研修に徐々に移行される中、職員個々の経験やスキルに合わせた

研修参加ができたが、研修後のフォローアップ等が不十分となった。また、研修計画の

再構築に取り組んでおり、令和 6 年度継続計画とした。 

コロナ禍で家族の対応について教育体制が不十分となっており、接遇面での苦情が複数

発生し、施設事業独自の接遇委員会を立ち上げた。 

② 組織力の強化 

各事業所に介護主任を配置し、生活相談員、ユニットリーダーとの業務分担が徐々にで

きてきており、多職種連携体制の強化につながった。反面入退職が非常に多くなり、施

設全体の組織力の強化には課題が残った。 

また、特養平均稼働率が 98.9%となり昨年度に比べ 0.6%上昇した。第二南風は 21 件の

入退去があり、職員の入退職がある中で稼働率が維持できたのは、評価できる。 

③ 働きやすい職場作りを強化 

有給取得率は徐々に向上しており、有給休暇を取得しやすい組織づくりは継続する必要

があると痛感している。また、第二南風のカビ発生原因が判明し、現在修繕工事を実施

している。今後再発生が無ければ、開設 2 年目から抱えてきた課題が解消される。 

 

 南風 短期入所 第二南風 花菜風 

稼働率 98.7% 77.6% 98.4% 99.6% 

入職者 正規介護職  2 名 

契約介護職  5 名 

歯科衛生士  1 名 

正規介護職  3 名 

契約介護職  3 名 

契約看護職  2 名 

管理栄養士  1 名 

介護補助   2 名 

正規介護職  2 名 

契約介護職  1 名 

介護補助   2 名 

離職者 正規介護職  2 名 

契約介護職  4 名 

歯科衛生士  1 名 

正規介護職  7 名 

契約介護職  1 名 

契約看護職  2 名 

管理栄養士  2 名 

正規介護職  1 名 

契約介護職  1 名 

正規看護職  1 名 

取組み達成度平均 60.9% 64% 54.1% 

苦情受付 5 件(昨年度比+5) 0 件(昨年度比±0) 0 件(昨年度比±0) 

行政報告事故 11 件(昨年度比+2) 5 件(昨年度比-2) 1 件(昨年度比-3) 

 

※各事業所詳細の事業報告は別紙参照 
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《地域活動及び外部連携事業》 

 地域活動や外部との連携は、施設⾧のみでなく多職種が参加して地域福祉の推進や、福

祉の仕事人材確保に積極的に協力をしている。一年間の活動を報告する。 

1. 地域活動 

年 4 回 倉松町サロン 南風バンド、健康体操等 

9 月 3 日 倉松町防災 地域合同防災訓練 

10 月 18 日 元城・縣居地区民生委員 施設見学 

10 月 28 日 倉松町シニアクラブ 介護保険説明会 

2. 静岡県事業 

7 月 10 日 介護の未来ナビゲーター 委嘱式 

9 月 15 日 介護の未来ナビゲーター 浜松大平台高等学校 

3. 静岡県社会福祉協議会事業 

6 月 2 日 浜松市立積志中学校 セミナー 

6 月 8 日 人材確保研修 実践報告 

6 月 9 日 浜松市立新津小学校 セミナー 

8 月 9 日 福祉のしごと学び体験ツアー リモート見学・機器体験 

8 月 29 日 介護のイメージアップ(シアワセノレンサ) 作成協力 

9 月 4.5 日 浜松市立蒲小学校 セミナー 

9 月 15 日 浜松市立舞坂小学校 セミナー 

9 月 22 日 浜松市立中ノ町小学校 セミナー 

10 月 3.19 日 浜松市立葵が丘小学校 セミナー 

10 月 11 日 

1 月 16 日 

福祉職員キャリアパス生涯研修 チームリーダー研修講師 

4. その他 

6 月 6 日 静岡県立大学短期大学部 認知症介護講話 

6 月 16 日 ハローワーク 介護職セミナー 

10 月 6 日 静岡県立大学短期大学部  組織づくり講話 

10 月 22 日 聖隷クリストファー大学 認知症介護講話 

10 月 27 日 ハローワーク職場説明会 施設見学・介護講座 

通年 静岡県老人福祉施設協議会 研究大会実行委員会 

通年 浜松市社会福祉施設協議会 監事 

通年 静岡県個室ユニット型施設連絡会 理事 

 

《表彰等》 

特別養護老人ホーム南風 

1. 令和 5 年度介護職員の働きやすい職場づくり厚生労働大臣奨励賞受賞 

2. 静岡県高齢者福祉研究大会優秀賞受賞(関東ブロック大会に推薦) 

演題：その人らしさを認め合う～「承認」に着目した取り組み～ 

発表者：中西美保・兵頭千華 
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令和 5 年度特別養護老人ホーム南風事業報告 

 

Ⅰ.【特別養護老人ホーム南風運営評価】 

  

① 今年度大きな取り組みとして、特養南風交代勤務の勤務時間変更を行った。自分たち

の職場を自分たちで変えていくという視点と実践ができた。評価をし、検討し続ける

ことが課題となる。 

② 朝ミーティングでは「毎日行う」ことで継続する力を養った。伝える責任感ができ、

来年度も継続性と新たな目標を踏まえていく。 

  リーダー育成も課題継続とし、ユニットリーダーとして目指すべき姿を形とする。 

③ 年間稼働率は 98.7％となり目標の 99.5%を下回った。コロナ感染拡大や入院、骨折事

故も多く支援が滞ることのない準備をしていく。 

  有給取得に関してはコロナ感染など、去年に引き続き取得率 70%を上回った。 

 

1.介護職員 

【なずな】 

① ケア変更時にカンファレンスを行ったが、限られた入居者のみとなってしまった。ま

た、その後の評価の場がユニット会議まで持ち越しとなっていた。評価カンファレン

スを行うという意識の定着に至らなかった。（達成率 70％） 

② 年度初めの数回のみの開催で、継続的な開催ができなかった。個々の職員が入居者に

対し、どのような介護技術の向上を目標としているのか検討し、取り組む必要があっ

た。（達成率 20％） 

③ チェックリストを作成し行ったことで、意識づけとなったが自己チェックを行う根拠

や目的を明確にできず継続できなかった。（達成率 60％） 

【すずしろ】 

① 研修や学習発表会を通して、自分が学びたいことについて取り組み知識を深めること

ができた。しかし、段階的な取り組みとしては出来ず、計画の一環として行ったのみ

となってしまった。（達成率 25％） 

② チェック表を活用し、環境整備を行ったが主に日勤者が行うことが多くユニット職員

の役割として捉えて行うことは少なかったように思う。（達成率 50％） 

③ ３か月に一度のモニタリング時に思いやニーズの聞き取りを行い、普段の言動から努

めることができた。サービス担当者会議で共有することで日々のケアや関わりに活か

すことができた。（達成率 75％） 

【なでしこ】 

① 他職員の声掛けや気づきにより、ケア変更の発信することはできた。根拠をもとに発

信することができず変更することに重点を置いてしまった。（達成率 85％） 
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② チェックリストを用いて環境整備を行ったが、チェック表の掲示が分かりにくかった

のもあり取り組みへの意識が低く継続に至らなかった。（達成率 50％） 

③ 共有ノートへの記載が少なく検討会の開催までつなげることができなかった。ケア変

更時、カンファレンス記録に残すことは行えた。（達成率 25％） 

【ききょう】 

① 職員視点での検討は行えたが、本人から直接聞いたことの検討はできなかった。しか

し、検討し変更したケア内容の実践はできた。（達成率 85％） 

② ユニット独自のチェックリストを作成し環境整備に取り組んだが、毎日の継続ができ

ず、実施する職員にも偏りがでた。（達成率 70％） 

③ 共有ノートから課題をあげユニット会議内での課題検討となってしまい、検討会の開

催は１回しかできなかった。（達成率 25％） 

 

2．看護職員 

① 介護研修への参加は年１回の参加はでき、研修内容の報告も行えた。（達成率 100％） 

② 入居時面談は、年度前半は参加ができたが、後半は調整不足で参加できないことが多

かった。多職種との連携は他職種からの情報提供はあったが、看護からの声掛けが足

りなかった。（達成率 70％） 

③ 自施設の会議に参加する機会が少なくケア内容の伝達ができなかった。 

看護学生に対しては的確に指導することができたが課題は残った。（達成率 50％） 

 

3.管理栄養士 

① 給食協会の研修や、外部の研修に参加した。（達成率 60％） 

② ユニット職員からの発信が多く自分発信が少なかったが意識し伝えることができた。

（達成率 60％） 

④ 担当者会議やカンファレンスでは文書や口頭で専門用語を使わず伝えることができ

た。（達成率 70％） 

 

4.歯科衛生士 

① 外部研修への参加できたが、報告まではできなかった。（達成率 50％） 

② 多職種から情報の開示を求められたが、専門職としての助言ができない時もあった。

年度後半は連携が徐々にとれるようになった。（達成率 70%） 

③ サ担への参加はできたが、カンファレンス開催時の共有がうまくできず事後報告にな

ることが多かった。連携をどのようにしてとっていくか課題となっている。 

  （達成率 70%） 

  

5.機能訓練指導員 
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① 同じ研修に機能訓練指導員全員で参加ができ、修得した知識や技術を入居者事にアレ

ンジしポジショニングや皮膚トラブル対策の実践ができた。（達成率 100％） 

② 他施設の課題を直接確認し合うことで、一人では解決しにくい問題も協力しスムーズ

に解決へと導いた。また、他施設の入居者への関心も高まり集団体操等で確認も行え

た。（達成率 80％） 

③ モニタリングでの定期的な確認をすることで細かな修正や、褥瘡ができないよう事前

に対応することができた。多職種との連携の中で、姿勢に関心が高まっている実感も

得た。（達成率 100％） 

 

6.相談員 

① 朝ミーティングを年間通し継続できたことが施設の力にもつながった。発信力を引き

出すファシリテーターの役割までは担えていない。（達成度 80％） 

② 計画的に知識向上の場として行えず、職員の配置転換に時間を費やすことも多かっ

た。今年度途中より、介護主任も含めて会議開催ができることで相談員、介護間の共

有ができた。（達成率 10％） 

③ 新しく相談員を配置したときは、相談員業務の同行ができた。（達成率 20％） 

 

7.介護支援専門員 

① モニタリングで出た課題は、サービス担当者会議で検討し実践につなげることができ

た。（達成率 100％） 

② コロナ禍の時はコロナ延⾧の措置をとった入居者も多く一年後の更新時には状態変化

あり介護度が上がる入居者が多かった。適切な介護度の認定のため更新前に区分変更

をかける意識を介護支援専門員同士で持つ。（達成率 40％） 

③ プランに生活の一つ一つに対する意向を確認し記載し、また介護職員からも普段の会

話の中からニーズを聞き出しモニタリングで反映するなど直接的な意向の確認ができ

た。また、意思を伝えることができない入居者に対しての意向を汲み取ることについ

ての検討をしていく。（達成率 70%） 

 

Ⅸ.短期入所生活介護 

① 本人・家族の意向を確認しケアプランに反映した。アセスメント表を改善し、本人の

意向等を明確化し、ケアの統一を図った。（達成率 70％） 

② 南風のケアマネとは記録を通して情報共有行い、他事業所のケアマネに利用中の様子

をファックスしお知らせした。（達成率 100％） 

③ 新規利用者や他事業所からの情報を朝ミーティングで共有したが、定期開催や会議は

行えなかった。（達成率０%） 
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【年間稼働率】 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

82％ 78％ 72％ 78％ 74％ 72％ 75％ 86％ 76％ 73％ 85％ 80％ 

 

介護保険事業者事故報告（浜松市へ報告事例） 

5 件 

・リビングにて転倒。受診対応し、腰椎圧迫骨折。 

・居室にて転倒。救急搬送し、右大腿骨頚部骨折。 

・居室にて転倒。受診対応し、肋骨骨折。 

・居室にて柵外しベッドより転落。顔面打撲。 

・居室にて転倒。救急搬送し、右大腿骨骨折。 
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Ⅱ.入居者の状況

１．入退去状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

1 2 1 1 1 0 0 0 1 1 1 2 11

1 3 1 1 0 0 0 1 1 2 1 1 12

２．退去理由

計

5

7

12

３．今年度入居者の入居前の状況

計

4

7

11

４．年齢別（令和5年3月31日現在）

５．要介護度別入居者数一覧及び要介護度
【実入居者数】 ※各月末実数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2

23 23 23 23 24 23 23 23 23 22 22 19

9 9 9 10 10 10 11 11 12 14 14 18

13 13 13 12 12 13 13 12 11 9 9 9

50 49 49 49 50 50 50 49 49 48 48 49

3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.7 3.7 3.6 3.6 3.6 3.6

【延入居者数】

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

60 45 30 31 31 30 31 30 31 31 29 31

90 93 90 93 93 90 62 60 62 62 58 62

666 720 703 713 738 690 713 690 713 670 665 595

280 279 270 297 310 300 341 330 344 434 402 541

390 389 390 400 372 390 403 389 366 309 261 279

1486 1526 1483 1534 1544 1500 1550 1499 1516 1506 1415 1508

99.1 98.5 98.9 99 99.6 100 100 99.9 97.8 97.2 97.6 97.3

0

女 0

0

00

0

計 0

女

男

性別　　
区分

00

0計

0

医療機関介護保険施設家庭

4

0 2

入退　　
月

入居

死亡（南風）死亡（病院）病院要支援 介護保険施設

0

0女

男

性別　　
理由 在宅復帰

0

0

4

4

15

8 0

退去

11

7 0

計

女

男

性別　　
年齢

計

100歳以上95歳～99歳

福祉施設等

0

～64歳

男

性別　　
年齢

10

9

1

1

1 2

3 4 4

1 3

0 0 1

0 0 3

0 0 4 8

85歳～89歳80歳～84歳75歳～79歳70歳～74歳65歳～69歳

13

1

0

7

6 5

1 83歳

0

90歳～94歳

1

41 86歳

49 85歳

8

平均年齢計

合計

要介護１ 13

要介護２ 30

要介護３ 271

要介護４ 137

要介護５ 139

合計 590

平均介護度 3.6

合計

稼働率（％）

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５
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6．入院状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 1

計

4

※入院日及び退院日を含む

7．外泊(延人数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ．入居者の生活状況（令和4年3月31日現在）

１．食事状況

２．入浴状況

計 計

8 8

41 41

49 49

３．排泄状況

計

8

41

49

４．移動状況

計

8

41

49

５．更衣状況

月

人数

入院期間 10日未満 10～20日 21日～30日 30日以上

人数 1 3 1 0

月

性別　　
区分 自立

（見守り含） 一部介助 全介助 経管栄養

人数

計

男 7 1 0 0 8

女 28 4 11 0 41

計 35 5 11 0 49

性別　　
区分 見守り/声かけ 一部介助 全介助 一般浴 中間浴 機械浴（寝浴）

男 0 8 0 1 7 0

女 0 30 11 3 27 11

計 0 38 11 4 34

性別　　区分 自立（排泄前
後の確認含） 誘導介助 オムツ介助 膀胱ろう夜のみオムツ

男 1 6 1 0

女 6 25 10 01

1

計 7 31 11 0

性別　　
区分

独歩（不安定含） 杖 車椅子 車椅子（介助） シルバーカー 歩行器

2 0

2 0

女 8 1 8 18 5 1

男 0 1 5 0

8 2 13 18

指示・見守り 一部介助 全介助 計

3 0 24 14 41

計 3 0 32 14 49

計 7 1

性別　　
区分 自立

11

男 0 0 8 0 8

女

バルーンカ
テーテル
0

0
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Ⅳ．実施した行事等

Ⅴ．施設内学習会

6月

感染委員会

身体拘束防止委員会

感染（手洗い・手指消毒）

感染（新型コロナウイルス感染症BCP机上訓練）

不適切なケアを考えよう
集合開催

種類 日時 講師（発表者）

ききょう 誕生レク・おやつ作り

内容

誕生レク・おやつ作り

すずしろ 誕生レク・おやつ作り・天ぷら作り

なでしこ

月日 時間行事名

14：00～15：00

職員による余興や敬老のお祝い品の贈
呈

【各ユニット別の行事・レクリエーション】

なずな 誕生レク・おやつ作り・映画鑑賞

職員が茶娘の衣装を着て新茶を振る舞
う

内容

法人秋祭りに代わる催しとして、2階3
階に分かれて、出店やゲームを開いた

クリスマスケーキ作り

敬老会 9月20日
14：00～15:00
11：30～13:30

茶娘 5月11日 14:00～15:00

秋祭り 11月27日 10：30～15：00

12月25日

節分 2月3日 14:00～15:00 鬼にボーロを投げ、おかしまきをする

クリスマスケーキのデコレーションを
楽しむ

書面開催

書面開催

5月

７月

感染委員会
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Ⅵ.　実習・体験学習受け入れ

【介護福祉士単位実習】

学　校　名 人数 期　間

17:45～18:45

ニーズを引き出してその先へ

相談員

看護職員

感染（ノロウイルスBCP感染予防、食中毒防止）

法人勉強会

1月

動画視聴
認知症（意思決定支援）

花菜風

8月

２月

2名 8月18日～9月20日の23日間

12月

8月31日～9月20日

2階：ユニットケア

南風

2階：飲み二ケーション

3階：入居者の気持ちの引き出し方

2名 2月7日～3月14日の23日間

12月

10月

書面開催

12月

書面開催

3月

書面開催

実施訓練

事故対応・報告書

学校名 人数 期　間

感染委員会

事故防止について 事故防止委員会

嘔吐処理実施訓練 感染委員会

12月

集合開催
虐待と感じたら

身体拘束防止委員
会

学習発表会

介護職員
看護職員
相談員

管理栄養士
機能訓練指導員

特養勉強会

3月

事故防止委員会

浜松修学舎高校

歯科衛生士

3名
7月10日～7月26日

書面開催

ターミナルケア
（看取り介護における指針）

1名 7月3日～7月20日の13日間

聖隷クリストファー大学

【老年看護学実習】

第二南風

3階：介護現場におけるストレスマネジメント

3月

施設内開催

浜松市立看護専門学校

書面開催
義歯の取り扱い方法
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Ⅶ.　苦情受付件数

Ⅷ．ヒヤリハット・事故報告

(事故）

1.事故内訳 2.所見

転倒・転落

エスケープ

　　　 浴室

その他

5.介護保険事業者事故報告（浜松市へ報告事例）

　（１）分類

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

R6.7.11 匿名
・受診時や面会時の職員対応(施設全体)の対応が以前に
比べ質の低下がある。南風が悪くなってほしくない。

R6.7.15 匿名 ・面会時居室の温度管理がされていなかった

R6.11.13 本人(SS)
・言葉のキツイ職員に気を遣ってしまい辛い
・鞄の中の荷物を整理して返して欲しい

受付日 申立者 内容

R5.5.2 親族
・依頼した着用衣類について、実施してもらえていない
・不憫な思いをすることなく生活して欲しい

R5.6.23 親族
・面会時に職員から本人に対する声掛けが少ない
・布団乾燥機使用後に特に声掛けなく火傷しないか心配

居室で転倒している 見舞金

転倒 骨折

転倒 骨折 居室で転倒している 見舞金

介助ミス 打撲 介助ミスによる痛み 見舞金

義歯破損 破損 破損した状態で発見 賠償金

転倒 骨折 介助に痛みあり なし

トイレ

387

異常なし 141

骨折 居室で転倒している 見舞金

48

居室で転倒している 見舞金

24

異食 43

誤飲 4

その他 55

骨折 8

その他 62

合計 387

0

9

14

合計 387

合計

転倒

打撲 8

10

17外傷

3.発生場所

12

リビング 201

廊下内出血

居室

薬剤

196 294

創傷 5

転倒 骨折 フロアで転倒している 見舞金

転倒 骨折 トイレで転倒している なし

転倒 骨折 居室で転倒している 見舞金

転倒 骨折 居室で転倒している 見舞金

事故内容 所見 状況 賠償保険

転倒 骨折
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令和 5 年度特別養護老人ホーム第二南風事業報告 

 

Ⅰ.【特別養護老人ホーム第二南風運営評価】 

① ユニットごとに情報伝達ツールを用いて実施することができた。ツールを使用せず、

勤務が重なっている時に共有していることがあった。情報共有への意識は以前より高

まっていた。 

② 職員育成への意識が継続せず、中堅職員の育成が進まなかった。次年度は新人職員が

多く入る為、プリセプター制度の確立、施設全体で育成する意識を高めていきたい。 

③ 21 件の入退去があり、スムーズな支援ができなかった。稼働率 98.4％にとどまった。

想定外の退去にも対応できるように事前準備をしていく。 

④ 有給取得方法選択制により、有給取得率 70％以上を達成することができた。次年度も、

有給取得方法選択制を継続し計画的に取得することで、取得率向上を目指す。 

 

1.介護職員 

【あやめ】 

① その都度のケアカンファレンスが後手になってしまい、ターミナル期間も振り返りの際

に課題が多く残った。（達成率 30％） 

② 個別レク、ケア変更等入居者の変化やニーズの聞き取りが不足しており、作業的なケア

になっていたように感じる。（達成率 20％） 

③ ユニットの事業計画の項目にするには難しい内容だった。（達成率 10％） 

【さつき】 

① 事前にユニット職員の意見を聞き対象者を決め、ユニット会議内でケアについて話し合

うことができた。しかし、感染症対策の為１２月と３月が書面開催とった。（達成率 80％） 

② ４月５月３月以外開催ができた。（達成率 80％） 

③ ２月に実施し、３月も実施予定であったが書面開催となり実施できなかった。（達成率

50％） 

【つばき】 

① 月に１度の頻度でユニット職員が書き込みを行い、他職員が確認チェックをしていた。

今後は職員の疑問を定期的に書き込み、他職員からアドバイスをもらい問題解決を早く

行えるようにする。（達成率 50％） 

② 動画、マニュアル作成できていた。それにより細かいケアや分かりにくいケアの統一が

できた。（達成率 80％） 

③ サービス担当者会議や会議中止の時以外実施できた。ADL 評価の項目ごとに行ったが、

項目によっては話す内容が少なくなったため、項目の見直しが必要だった。（達成率

80％） 
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【かりん】 

① ユニットのだれもが目に届くところに職員自身の強みや弱みを掲示することで、各職員

の苦手分野を知ることができた。各職員の強みを生かし、ケアなどに反映していくこと

があまりできなかった。（達成率 75％） 

② ヒヤリハット振り返りのみのファイルを作成した。ヒヤリハットを起こした日にユニッ

ト職員が出勤しておらず、フィードバックが遅れてしまった。（達成率 60％） 

③ タブレット内のメモ機能を使用し、情報共有ができた。記録を打つことはあったが、メ

モ機能を活用することが少なかった。（達成率 50％） 

【かえで】 

① 入居者の体調の変化を発信することができた。記録を確認しそれをもとに話し合いがで

きた。自分の意見を会議内で発言できた。根拠を持った情報の発言を心がけ、他職員の

発言を否定せずフォローができた。（達成率 80％） 

② 他職員から情報を聞き対応することができた。体調の変化に気づくことができ、他職員

と共有し、カンファレンスを開くことに繋げられた。カンファレンス実施後の発信が遅

くなることがあったので注意したい。（達成率 70％） 

③ その人らしく暮らせるケアを意識し他職種と連携ができた。勉強会などを通して法人理

念を再認識できケアすることができた。ケア統一後に決められた通り実施できていない

ことがあったため、継続できるようにしていく。ユニット内の情報共有は出来ていたが、

他職種への発信が遅くなっていた。（達成率 70％） 

【ぼたん】 

① 3 ヶ月に一度の実施としたが提出率が低くチェックリストの活用ができなかった。（達成

率 20％） 

② 勤務が重なる時に直接話し合うことが多く、ツールを使用することができなかった。チ

ェックリストの裏に記入用紙を作成し、ユニット会議内で伝える時間を作る。（達成率

100％） 

③ 対象者不在となり、他の指導体制を整えることができなかった。 

 

2.看護職員 

① 「病院ではない施設看護師の専門性と具体的な動き」受講全 4 回 

  「家族の『心の揺れ』を支援する看取り期に望まれる実際のケア」受講全 3回 

  「介護職員向け、感染対策研修」受講  (100%) 

② 肺炎球菌ワクチンの年間接種計画を立て実施。職員の異動・退職があり、引継ぎで業

務を兼務した。異動後、感染対策委員として物品の補充や確認等を行った。(75％) 

④  夕方の申し送りで個々の情報を細かく伝えることで、夜間帯の対応に問題なく適切な

宅直コールができたが、新人への細かな配慮が不足していることがあった。回診の情報

共有が難しく、今後の課題となった。(70％) 
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3.管理栄養士 

① 給食協会の研修や、外部の研修に参加した。（達成率 60％） 

② ユニット職員からの発信が多く自分発信が少なかったが意識し伝えることができた。

（達成率 60％） 

① 担当者会議やカンファレンスでは文書や口頭で専門用語を使わず伝えることができた。

（達成率 70％） 

 

4.機能訓練指導員 

① 機能訓練の朝の集まりでポジショニング、シーティングに関する指示を仰ぐことで改

善につなげることができた。個々のスキルに関して、新規入居者の対応時に応用する

ことができた。感染症対策で集まれなかった際も、その都度電話で指示を仰ぐことが

できた。（達成率 100％） 

② 全入居者へ何かしらの関わりを持つことができた。体調不良者や拒否により関わりが持

てない月があった。また、訴えの多い方、シーティング・ポジショニングに課題の多い

方への関わりが多くなり偏りがあった。集団体操等で関わりを多くしていきたい。(達

成率 100％) 

③ 初めは口頭及び記録で伝わりにくいことがあり、動画や写真を使用することで伝わり

やすさを感じた。また、全員へ浸透するまでに時間を要することもあった。伝達方法

の検討をしていきたい。(80％) 

 

5.歯科衛生士 

① 外部研修への参加できたが、報告まではできなかった。（達成率 50％） 

② 多職種から情報の開示を求められたが、専門職としての助言ができない時もあった。

年度後半は連携が徐々にとれるようになった。（達成率 70%） 

③ サ担への参加はできたが、カンファレンス開催時の共有がうまくできず事後報告にな

ることが多かった。連携をどのようにしてとっていくか課題となっている。 

  （達成率 70%） 

 

6.生活相談員 

① 相談援助技術の向上のための外部研修へ行くことができず、会議内での事例検討がで

きなかった。（達成率 10％） 

② 自身の役割については達成ができたが、協働に関しては他施設相談員への配慮ができ

ていなかった。（達成率 60％） 

③ リーダー会議内で確認をしていたが、中期から実施で来ていない事や進捗状況が緩や

かになっていた。中期に再度伝え、遂行を促したが充分な職員育成ができたとは言え

ない。（達成率 30％） 
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7.介護支援専門員 

① 入居後一週間以内のカンファレンス開催は 10％にとどまったが、2 週間以内の開催は

60％できた。残りは、大きな課題のない入居者であることが多いが、意識して開催で

きるように働きかけをしていきたい。(達成率 50％) 

② 各ユニットサービス担当者会議内で多職種の意見を取り入れ本プラン作成ができてい

る。（達成率 100％） 

③ 入居者の思いを汲み取れないことも多く、ご家族からの意見が多くなってしまう。ご

家族とは面会時やプラン変更時に聞き取りを行い、情報共有・意向確認ができた。(達

成率 80％) 
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Ⅱ.入居者の状況

１．入退去状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

1 1 0 0 1 2 2 5 3 1 3 2 21

0 1 0 0 1 4 4 3 3 1 2 2 21

２．退去理由

計

2

19

21

３．今年度入居者の入居前の状況

計

6

15

21

４．年齢別（令和3年3月31日現在）

５．要介護度別入居者数一覧及び要介護度
【実入居者数】 ※各月末実数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2 3 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3

4 4 3 3 2 2 2 3 4 3 3 2

18 19 19 19 19 17 13 13 14 12 14 16

24 22 21 21 20 25 27 27 27 28 26 26

12 13 13 13 15 15 15 16 13 13 14 13

60 61 60 60 60 62 60 62 61 59 60 60

3.8 3.8 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.8 3.7 3.7 3.7

【延入居者数】

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

60 93 120 124 124 90 93 90 93 93 87 93

120 124 90 93 93 60 62 60 124 96 115 93

537 570 570 589 589 481 397 387 402 372 384 454

720 655 630 651 598 712 796 762 818 839 710 803

360 403 390 403 450 428 456 433 377 400 406 378

1797 1845 1800 1860 1854 1771 1804 1732 1814 1800 1702 1821

99.8 99.2 100 100 99.7 98.4 97 96.2 97.9 96.8 97.8 97.9

6．入院状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0 0 0 0 3 2 1 2 2 2 0 2

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

月

人数

294

要介護５ 165

合計 725

平均介護度 3.7

合計

平均年齢計

合計

要介護１ 38

要介護２ 35

要介護３ 193

8 1計

女

男

性別　　
年齢

84.1歳

42 88.1歳

59 87歳

90歳～94歳

12

0

8 9 16

4

0 2 4 15

85歳～89歳80歳～84歳75歳～79歳70歳～74歳65歳～69歳

2 4

入退　　
月

入居

死亡（第二南風）死亡（病院）病院要支援 介護保険施設

0

0女

男

性別　　
理由 在宅復帰

0

0

2

13

退去

0 0 0

0 2

計 0

女

男

性別　　
区分

20

1計

0

医療機関介護保険施設家庭

3

12

9 1

福祉施設等

1

50

1 7

～64歳

男

性別　　
年齢

0 1 4

0

女 0

計

100歳以上95歳～99歳

14

11

3 0

7

1

1

0

3 4

6

30

17

要介護４

稼働率（％）
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計

15

※入院日及び退院日を含む

7．外泊(延人数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ．入居者の生活状況（令和4年3月31日現在）

１．食事状況

２．入浴状況

計 計

16 16

43 43

59 59

３．排泄状況

計

16

43

59

４．移動状況

計

16

41

57

５．更衣状況

Ⅳ．実施した行事等

茶娘 5月12日

ちらし寿司レク 5月18日

14:00-15:00
職員が茶娘になり、クイズや歌を一緒に
行い、新茶を楽しむ。

11:30-13:00
2階　寿司、ちらし寿司の提供。ネタを数
種類をセレクトして楽しむ。

7

夜のみオムツ
バルーンカ
テーテル

1

0

1

一部介助 全介助 計

59

16

9 22 11 43

内容

男

時間

指示・見守り

行事名

計 1 12

0 3 8

女 1

月日

5

30 16

計 8 0 17 24 7 1

性別　　
区分 自立

男 3 0 6 5 1 1

女 5 0 11 19 6 0

計 11 37 11 0

性別　　
区分

独歩（不安定含） 杖 車椅子 車椅子（介助） シルバーカー 歩行器

20

男 3 11 2 0

女 8 26 9 0

7

13

計 3 30 26 7 45

性別　　
区分 自立（排泄前

後の確認含） 誘導介助 オムツ介助 膀胱ろう

機械浴（寝浴）

男 1 8 7 1 12 3

女 2 22 19 6 33 4

計 40 10 6 3 59

性別　　
区分 見守り/声かけ 一部介助 全介助 一般浴 中間浴

計

男 12 1 2 1 16

女 28 9 4 2 43

入院期間 10日未満 10～20日 21日～30日 30日以上

人数 5 7 1 2

月

性別　　
区分 自立

（見守り含） 一部介助 全介助 経管栄養

人数
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かえで

秋祭り

誕生日レク（プレゼント）、おやつ作り

節分

カラオケ大会、太鼓パフォーマンス鑑
賞。

【各ユニット別の行事・レクリエーション】

つばき

新年会 1月26日 14:00-16:00

あやめ

たこ焼き、お好み焼きの提供。カラオ
ケ、射的、お菓子釣りを楽しむ。

昼食時におでんセレクトを行う。おやつ
の時に担当職員からのクリスマスカード
を渡し、ケーキ・ムースバイキングを楽
しむ。

14:00-15:00

各ユニットでスイカ割りを行う。

ボーリング、玉入れ、テーブルボーリン
グを各ユニットで実施。おやつ:チョコバ
ナナ

11:00-
13:00/14:00-

15:00

12:00-15:00

9月20日 14:30-15:30
祝い年の方の紹介、プレゼントを渡す。
ケーキバイキングを行う。

スイカを食べるレク 7月25日 14:30-15:00

クリスマス会・忘年会

11月22日

12月21日

夏祭り 8月10日

誕生日レク（プレゼント）、おやつ作り

敬老会

かりん

誕生日レク（プレゼント）、おやつ作り

2月2日 14:00-15:00
鬼に扮した職員がユニットを周り、豆を
まく。職員がお菓子を巻き、各自取り楽
しむ。

ひな祭り 3月3日 14:00-15:00
事前にひな人形つくりをし、当日はおや
つを楽しむ

ぼたん 誕生日レク（プレゼント）、おやつ作り

誕生日レク（プレゼント）、おやつ作り

さつき 誕生日レク（プレゼント）、おやつ作り
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Ⅴ．施設内学習会

事故対応・報告書 事故防止委員会

書面開催

書面開催

学習発表会

8月 南風

介護職員
看護職員
相談員

管理栄養士
機能訓練指導員

12月 2階：飲み二ケーション

２月 3階：入居者の気持ちの引き出し方

17:45～18:45 第二南風

施設内開催 2階：ユニットケア

3階：介護現場におけるストレスマネジメント

花菜風

特養勉強会

1月
認知症（意思決定支援） 相談員

動画視聴

3月
ターミナルケア

（看取り介護における指針）
看護職員

書面開催

事故防止委員会

感染委員会

書面開催

12月

特別養護老人ホーム

相談員

事故防止について
書面開催

感染委員会

12月

実施訓練
嘔吐処理実施訓練

集合開催
不適切なケアを考えよう

感染（ノロウイルスBCP感染予防、食中毒防止）

感染（新型コロナウイルス感染症BCP机上訓練）

感染（手洗い・手指消毒）

内容

3月
義歯の取り扱い方法 歯科衛生士

ユニット会議
認知症、スピーチロックについて

6月

4月

5月

書面開催

７月

書面開催

10月

感染委員会

感染委員会

身体拘束防止委員会

12月
虐待と感じたら 身体拘束防止委員会

集合開催

3月

ニーズを引き出してその先へ

日時 講師（発表者）

法人勉強会

種類
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Ⅵ．実習・体験学習受け入れ

　0件

Ⅷ.ヒヤリハット・事故報告

1.事故内訳 2.所見

転倒・転落

エスケープ

　（１）分類

5.介護保険事業者事故報告（浜松市へ報告事例）

1

2

3

4

5

浴室

3

157

0

右大腿骨転
子部骨折

自走中、車椅子より転落。痛みあり受
診。入院し手術をする。

見舞金

合計

合計 271

内出血

Ⅶ．苦情受付件数

不明
本人からの自己申告にて発覚。シル
バーカーの金具部分でけがをしたと思
われる。受診。

見舞金

77

トイレ 23

リビング

事故内容 所見 状況

左脛裂傷

1

5名 7月10日～7月26日

【介護職場体験】

9

転倒
フロアーにて椅子から立ち上がり、後
ろに倒れる。受診。

打撲 430外傷

居室

5名 8月29日～9月12日
浜松市立看護専門学校

3.発生場所

51薬剤

157 162

創傷 9

異常なし

その他 27

骨折 2

その他 91

合計 271

その他

転倒 左大腿骨骨折
居室で転倒。痛みあり受診。入院、手
術。

右手第1指打撲 見舞金

見舞金

5

賠償保険

271

廊下

義歯破損 義歯破損
職員が気づかず床に落ちていた義歯を
踏んでしまい破損する。歯科往診義歯
修理対応。

賠償金

転倒

異食 5

誤飲 0

28



令和 5 年度 特別養護老人ホーム花菜風 事業報告 

 

Ⅰ．特別養護老人ホーム花菜風 運営評価 

① 職員の入れ替わりが多く、職員指導の面では横のつながりを活用したフォロー体制やコ

ミュニケーションがとれていた。係・委員会活動や勉強会開催について継続した運営が

できず、職員が自分事として捉えることにも課題が残る。 

② 「10分カンファ」として食事や排泄など項目を絞ったカンファレンスを開催し、その都

度ケア内容への反映を目指した。介護職員発信のカンファレンスを開催することができ

たが、回数としては少なかった。実施の方法や実施後の評価、継続的なケアの実施が不

十分であったため、次年度も継続して取り組んでいく。 

③ 例年に比べ入退去件数が少なく、年間稼働率 99.5%を達成した。 

④ 有給休暇取得率目標の 70%に達した職員は花菜風全体の 60%であり、交代勤務をしてい

る介護職員の取得率を改善していく必要がある。 

１．介護職員 

【花水木】 

① 記録忘れが多く、取り組みとしての達成度は低い。しかし、関わり方や言葉遣いに変化

が見られたことを実感できた。日めくりカレンダーの形で掲示したことにより 1 日の

目標が明確になり、職員の経験年数に差があるため優しい目標設定にしたことでどの

職員も評価がしやすかった。（達成度 25%） 

② 実施回数も 3 回と少なく、ケアに活かせる希望の聞きとりや入居者の希望を叶えるこ

とができなかった。入居者自体も集いの場に消極的で、開催時は方法を試行錯誤したが

会話も弾まず、入居者の ADL に合わせた取り組みを考える必要がある。（達成度 25%） 

【花菱草】 

① 初めてこの取り組みを行い、最初は職員も意識して用紙に記入することができていた

が、6月以降は用紙の記入ができていなかった。言葉で感謝を伝える事は 1年通してで

きていたが、可視化が上手くできなかった。（達成度 35%） 

② 入居者の ADL の変化に気づき、他職種を交えて 10 分カンファを行う事ができていた。

しかし、居室担当職員からの自発的な実施ではなく、多職種やユニットリーダーから開

催を促すことが多かった。（達成度 40%） 

【花菖蒲】 

① 毎月目標をたてて振り返ることができ、目標に対して一人一人が意識して考え動くこ

とができた。しかし、会議内で時間がとれずユニット職員全体で話す事ができず、目標

の立て方に課題が残った。（達成度 30%） 

② 職員によりカード記入にばらつきがあり、会議内でも連絡をしていたが個々の受容・承

認の意識に差が出てしまった。カードがあることで可視化でき、話すだけでなく目で見

て受け取ることができたことは良かった。（達成度 30%） 
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２．看護職員 

① 職員の施設間移動もあり業務に余裕が無く、研修会への参加は職員１名１回のみであ

った。（達成度 50％） 

② ３ユニット回診終了後の看護会議ではなく、各ユニット回診前に事前にユニット職員

とも相談したうえで医務カンファレンスを実施するように取り組み内容を変更し、問

題点や処置の評価などこまめにできるようになった。ほのぼのケース記録に残すこと

で多職種との情報共有にも繋がった。（達成度 100％） 

③ 看護師 1人勤務の日もあるため、必ず介護ケアに入れたわけではないが、可能な限り食

事介助や、排泄介助、移乗など関わるように出来た。（達成度 80％） 

④ その都度、気になったことや看護からの提案などをカンファレンスや会議を通して多

職種と話し合い、個別対応実施や評価に繋げることができた。（達成度 100％） 

３．管理栄養士 

① 給食協会の研修や、外部の研修に参加した。（達成度 60%） 

② ユニット職員からの発信が多く自分発信が少なかったが意識し伝えることができた。

（達成度 60％） 

③ 担当者会議やカンファレンスでは文書や口頭で専門用語を使わず伝えることができた。

（達成度 70％） 

４．歯科衛生士 

① 外部研修への参加できたが、報告まではできなかった。（達成度 50％） 

② 情報の開示を求められたが、専門職としての助言ができない時もあった。年度後半は連

携が徐々にとれるようになった。（達成度 70%） 

③ 多職種からサ担への参加はできたが、カンファレンス開催時の共有がうまくできず事

後報告になることが多かった。連携をどのようにしてとっていくか課題となっている。

（達成度 70%） 

５．機能訓練指導員 

① 機能訓練士全体で受講したい研修を相談し合い、計 4回参加できた。全員参加のため研

修後の共有を行う事はなかったが、同じ内容を学んだことで相談しやすく次に活かし

やすい環境ができた。（達成度 100%） 

② 口頭や写真での相談で解決でき、花菜風での実際の場での確認はなかったが、他施設で

の対応を知ることで新しい発見があり知識の共有に繋がった。年間を通して提案・意見

交換ができた。（達成度 84%） 

③ 業務都合上、実際の食事時の姿勢を確認して回る機会がなかなか作れなかった。職員に

声をかけ状態の確認・対応の再検討を行いながら継続してきたが、周知が行き届いてい

なかった。早期改善できないことも多く、ユニット職員と連携が取れる体制整備が課題

である。（達成度 60%） 
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６．生活相談員 

① 職員配置の相談や情報共有のみの会議となってしまうことが多く、他施設との共有は

できたが、研修報告や事例検討の実施はできなかった。会議開催方法、事前準備が丁寧

にできなかった。（達成度 20%） 

② 業務を分担したが、受け身になり他施設相談員の比重が重くなってしまった。 

（達成度 10%） 

③ 電話連絡や面会時に家族とは積極的に対話をすることができたが、家族と職員を繋げ

る関わりが難しかった。入居者・職員とのコミュニケーション不足に課題が残る。 

（達成度 50%） 

７．介護支援専門員 

① ターミナルケア後に家族と深く話ができたのは 2 件であり、ターミナルケアの件数自

体が少なく新入居の件数も少なかった。入居時の関係ができていない中での会話が難

しく、日常の関わりの中の会話で引き出す機会を作った。（達成度 30%） 

② 一人一人の言葉の聞き取りは意識して関わることができた。プランの内容の見直しに

とりかかったところであり、来年度も継続して取り組む。（達成度 50%） 
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Ⅱ.入居者の状況

１．入退去状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

1 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 4

1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 4

２．退去理由

計

3

1

4

３．今年度入居者の入居前の状況

計

1

3

4

４．年齢別（令和6年3月31日現在）

５．要介護度別入居者数一覧及び要介護度
【実入居者数】 ※各月末実数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 11 11 11 11 11 11 10 8 9 9 9

10 10 10 10 10 10 10 11 12 11 10 11

8 7 8 7 7 8 7 7 8 8 9 8

30 29 30 29 29 30 29 29 29 29 29 29

3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 3.9 3.9 3.9 3.9

【延入居者数】

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 29 31

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

313 341 304 341 341 316 341 300 248 279 261 279

300 310 300 310 310 300 310 330 372 341 290 341

218 217 230 217 217 196 217 210 248 248 261 248

861 899 864 899 899 842 899 870 899 899 841 899

98.9 100 99.3 100 100 96.7 100 100 100 100 100 100

0

女 0

2

10

0

0 2

計 0

女

男

性別　　
区分

10

2計

1

医療機関介護保険施設家庭

0

入退　　
月

入居

死亡（南風）死亡（病院）病院要支援 介護保険施設

1

0女

男

性別　　
理由 在宅復帰

0

0

2

1

7

6 0

退去

0

0 2

計

女

男

性別　　
年齢

計

100歳以上95歳～99歳

福祉施設等

0

～64歳

男

性別　　
年齢

7

6

1

0

0 2

1 3 3

0 1

0 0 0

0 0 0

0 0 0 3

85歳～89歳80歳～84歳75歳～79歳70歳～74歳65歳～69歳

5

0

3

0 84.8

0

90歳～94歳

0

24 88.5

29 87.9

5

平均年齢計

0

6

5

合計

要介護１ 12

要介護２ 0

要介護３ 122

要介護４ 125

92

合計 351

平均介護度 3.8

合計

稼働率（％）

要介護１

要介護５

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５
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6．入院状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計

0

※入院日及び退院日を含む

7．外泊(延人数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ．入居者の生活状況（令和6年3月31日現在）

１．食事状況

２．入浴状況

計 計

5 5

24 24

29 29

３．排泄状況

計

5

24

29

４．移動状況

計

5

24

29

５．更衣状況

人数 0 0 0 0

月

性別　　
区分 自立

（見守り含） 一部介助 全介助 経管栄養

人数

月

人数

入院期間 10日未満 10～20日 21日～30日 30日以上

計

男 1 2 1 1 5

女 10 11 2 1 24

29

性別　　
区分

見守り/声かけ 一部介助 全介助 一般浴 中間浴 機械浴（寝浴）

男 0 3 2 0 3 2

計 11 13 3 2

16 7

計 1 15 13 1 19

性別　　区分 自立（排泄前
後の確認含） 誘導介助 オムツ介助 膀胱ろう

バルーン
カテーテ

9

女 1 12 11 1

0 4 1 0

夜のみオムツ

女 0 16 8 0

男

計 0 20 9 0

性別　　
区分

独歩（不安定含） 杖 車椅子 車椅子（介助） シルバーカー 歩行器

4

自立 指示・見守り 一部介助 全介助

男 1 0 2 2

女 2 0 3 16

計 0 1 16

1

3

5

女 0 1 13 10 24

計 3 0 5 18

男 0 0 3 2

性別　　
区分

0

2

2

12 29

3 0

計

0 0

2 0
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Ⅳ．実施した行事等

職員が鬼に扮し、各ユニットごとにお
菓子まきを実施。鬼と記念写真を撮
る。

運動会 6月29日 14：00～16：00
おやつ取り競争、玉入れを楽しむ。お
やつ取り競争で取ったものをおやつに
食べる

入居者からリクエストのあったケン
タッキーを昼食に食べる

女性入居者の家族に協力依頼し、メッ
セージカードを作成して渡す。おやつ
にケーキを作る。

納涼祭

新年会

花水木 誕生レク（ケーキ作り、お寿司、等）・おやつ作り・季節の飾り作り

花菱草 誕生レク（プレゼントや色紙を渡す、ケーキを食べる、等）・おやつ作り

花菖蒲 誕生レク（プレゼントや色紙を渡す、お菓子作り等）・おやつ作り・クラフト

1月12日 14：00～16：00

節分 2月8日 14：00～15：00

昼食

時間月日行事名

設置した鳥居前におみくじとお賽銭箱
を用意し、初詣をする。千本引きを楽
しむ。

内容

ユニットごとにお好み焼きやフランク
フルトや餃子やフライドチキンなどの
屋台飯を昼食に食べる。金魚すくいや
炭坑節を楽しむ。

茶娘 5月10日 14：00～15：00 職員が衣装を着て新茶を振る舞う

母の日 5月24日 14：00～15：00

6月17日父の日

秋祭り 11月30日 11：00～15：00

昼食に寿司や茶碗蒸しを食べる。職員
が神輿を担いでユニットを回り、秋の
野菜的当てゲームを楽しむ。おやつに
カップケーキを作り食べる。

12月25日 14：00～15：00クリスマス

忘年会 12月22日

14：00～15：00
男性入居者で好きな物を飲んだり食べ
たりしながら楽しむ（ビールなど）。

花見 3月27日 14：00～15：00 ドライブに出かけ車から桜を見る。

8月28日 11：00～15：00

【各ユニット別の行事・レクリエーション】

クリスマスケーキのデコレーションを
楽しむ

七夕 7月7日
短冊に願い事を書く。笹を飾り付けて
一緒に写真を撮る

14：00～14：30

34



Ⅴ．施設内学習会

2階： 飲みにケーション

3階： 入居者の気持ちの引き出し方

花菜風 ニースを引き出してその先へ

2階： ユニットケア

3階： 介護現場におけるストレスマネジメント

感染（新型コロナウイルス感染症BCP机上訓練）

不適切なケアを考えよう

感染（ノロウイルスBCP感染予防、食中毒防止）

事故防止について

嘔吐処理実施訓練

虐待と感じたら

事故対応・報告書

義歯の取り扱い方法

特養相談員

歯科衛生士

法人勉強会

介護職員
看護職員
相談員

機能訓練士
管理栄養士

身体拘束虐待委員
会

事故防止委員会

感染委員会

感染委員会

事故防止委員会

身体拘束虐待委員会

感染委員会

感染委員会感染（手洗い・手指消毒）

種類 日時 講師（発表者）内容

書面開催

集合開催

集合開催

12月

書面開催

3月

特養勉強会

学習発表会

書面開催

7月

書面開催

書面開催

12月

5月

10月

正しいマナーを身につけよう（認知症入居者への接し方） 介護職員

3月

書面開催

12月

実施訓練

1月

動画視聴
認知症（意思決定支援）

南風

第二南風

職員勉強会

1回目：8月

2回目：12月

3回目：2月

17:45～18:45

施設内開催

ターミナルケア（看取り介護における指針） 看護職員
3月

書面開催

6月

7月
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Ⅵ.花菜風運営推進会議

5月18日、7月28日

9月13日、11月16日 地域包括支援センター新津の職員

1月18日、3月21日

入居者、入居者家族、地域住民の代表者

事務局（施設長、生活相談員）

Ⅵ．実習・体験学習受け入れ

Ⅶ．苦情受付件数

0件

Ⅷ.ヒヤリハット・事故報告

1.事故内訳 2.所見

転倒・転落

エスケープ

　（１）分類

4.介護保険事業者事故報告（浜松市へ報告事例）

1

浜松市立看護専門学校
2名 7月10日～7月26日

2名 8月31日～9月20日

月日 参加者 内容

浜松市健康福祉部介護保険課職員 活動状況、入居者状況、入居申込
者、状況従業者の状況等の報告・
評価、令和3年度事業報告、令和5
年度事業計画、意見・要望等。

地域密着型介護老人福祉施設入所者

生活介護について知見を有する者

合計 153

4

異食 13

誤飲 1

その他 25 合計 153

3.発生場所

60

7

浴室 17

その他 9

合計

骨折

異常なし

内出血

24薬剤

63 99

創傷 2

打撲 1

10

23外傷

153

0

その他 41

事故内容 所見 状況 賠償保険

転倒 腰椎圧迫骨折 居室内で転倒、後日痛み出現し受診 見舞い金

56

トイレ 4

リビング

居室

廊下
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令和５年度 デイサービスセンター南風事業報告 

 

１、事業規模 

  ①利用者人数 

                                      令和５年度      

 延人員 換算人員 月平均 営業日数 １日当り人数 

４月 ７５７ ７５０．００ ７５０．００   ２５ ３０．３ 

５月 ８Ⅰ７ ８０９．７５ ７７９．８８ ２７ ３０．３ 

６月 ８２９ ８１９．７５ ７９３．１７ ２６ ３１．９ 

７月 ８１５ ８０８．７５ ７９７．０６ ２６ ３１．３ 

８月 ７４０ ７３２．２５ ７８４．１０ ２６ ２８．５ 

９月 ８２４ ８１６．２５ ７８９．４６ ２６ ３１．７ 

１０月 ８５６ ８５０．００ ７９８．１１ ２６ ３２．９ 

１１月 ８３１ ８２２．５０ ８０１．１６ ２６ ３２．０ 

１２月 ８０３ ７９７．５０ ８００．７５ ２６ ３０．９ 

１月 ７２０ ７０９．７５ ７９１．６５ ２４ ３０．０ 

２月 ７８６ ７７５．００ ７９０．１４ ２５ ３１．４ 

３月 ８４３ ８３４．５０ ７９３．８３ ２６ ３２．４ 

合計 ９６２１ ７９３．８３  ３０９ ３１．１ 

 ※換算人員 ： １日の利用時間が７時間以上の場合は１人と計上し、５時間以上～７時間未満の場

合は０．７５人、 ２時間以上～５時間未満の場合は０.５人と計上します。 

  令和５年４月から令和６年２月までの１月あたりの平均利用延人員が７９０人となりましたので、令和 

  ６年度は事業所規模が７００人から９００人以下の大規模型事業所（Ⅰ）として営業していきます。 

・新規利用者数    ４３人 

 終了者数       ３６人（一か月を超える利用中止も含む） 

・８月に台風の影響にともなう休業が１日ありました。 

  

②中重度ケア体制加算（４５単位/日）について 

※要介護の利用者で要介護３以上の利用者の割合が３割を超えている場合に加算 

 ・令和５年度の加算算定については、算定月の前 3 か月の中重度比率をみながら行い、7 月より 

  算定を再開しました。 

  ・１年間（４月～２月の 11 ヶ月）の期間における要介護３以上の割合が、３１．６％でした。 

令和６年度は、算定日の属する月の前３か月おける利用者要介護３以上の割合が３０％を超え算

定要件を満たすため中重度者ケア体制加算の算定を行います。 

 

２、日常活動の取り組み 

デイサービスセンター南風は、「少しでも長く自宅での生活が継続できるようになる」ことをコンセプトと

して、ご家族が自宅での介護を断念した上位３つの項目（BPSD の憎悪・トイレに行けなくなった・食べ

られなくなった）に対応した機能訓練を中心にプログラムを提供しています。 

 

＜認知症リハビリ～認知機能の機能訓練～＞ 

認知症の予防・進行防止・BPSD（認知症の周辺症状）の緩和を目的に実施 

・音楽療法 

週４日（月・火・金・土）１０：３０～１１：２０ 
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・回想法 

週２日（水・金）１３：３０～１４：５０ 

・芸術療法 

週２日（火・土）１３：３０～１４：５０ 

・園芸療法 

毎利用日（月～土）１０：００～１１：００ ※天候や作物により変動あり。 

・作業療法（書道・手芸） 

書道  水・木曜日 １０：００～１１：３０ 

手芸  月・木曜日１３：３０～１４：５０ 

・脳トレ・・・・（６人を除きその外全員参加） 

認知症の予防・進行防止を目的に実施 

音楽・回想・芸術・園芸・作業療法等認知症リハに参加しない利用者を対象に実施 

・はたら倶楽部  月１回程度（夏場・冬場は中止）   

登録者が減少しているため、活動ができずにいました。 

地域活動の一環にもなるため来年度は活動が再開できるようにしたいです。 

・フラワーアレンジメント 

  月１回第２火曜日１０：００～１１：３０   

・生け花 

 月１回第３木曜日１０：００～１１：３０  

 

職員の異動等の影響で、作業療法の手芸は３月で終了しました。また、昨年も課題になった屋外で

の園芸療法やはたら倶楽部は、スタッフの人数確保においても難しい活動です。今後も活動を継続

していきたいと思いますが、天候等含め無理なく楽しめる内容していきます。 

令和６年度もスタッフの自己学習や経験を積み重ねていくこと、活動を提供するためにスタッフの事

前準備の時間も考慮できるようにしていくことをしていきます。 

 

＜身体機能の機能訓練＞ 

① 個別機能訓練 

・転倒防止のための下肢筋力トレーニング 

・関節可動域訓練 

② 在宅生活継続訓練 

・立ち上がり動作・排泄動作・嚥下機能訓練 

 

＜その他の活動＞ 

① 「楽心出」 

・地域支援事業として介護予防のための運動を中心にした住民主体によるデイサービス 

 場所の提供・指導員の派遣 

毎週 火・木・日  １０時～１１時３０分 / １４時～１５時３０分 

② 地域福祉活動への参加 

銭太鼓サークルへの指導員の派遣（月２回） 

 

３、デイ職員研修 

  ＜デイ会議内法人勉強会＞ 

  ・感染委員会机上訓練（ゾーニング） 
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  ・感染委員会 BCP 訓練（嘔吐物処理） 

  ・事故防止・対応について 

 

 ＜外部研修 ※web 配信含む ＞ 

  ・高齢者・障害者施設のための感染予防講座（中級編）・・・杉浦 

  ・福祉・介護職員向け感染症対策研修・・・夏目 

  ・作業療法士臨床実習指導者講習会・・・望月 

  ・介護の日啓発活動街頭キャンペーン・・・加藤由美 

  ・安全運転管理者講習・・・山口 

  ・福祉サービス苦情解決研修会・・・兼古 

  ・老人部会 通所介護職員研修・・・兼古 

  ・福祉職のためのストレスマネジメント講座・・・八木 

  ・精神疾患の理解・・・加藤あけみ 

  ・急変を見逃さないための救急講座・・・土江 

  ・科学的介護情報システム（LIFE）研修会・・・山口、夏目、兼古 

 

 

４、その他の取り組み 

通信文「認知症のお話」 

家族の認知症理解を深めることを目的に「認知症のお話」という形での通信文をシリーズで作成し、

利用者家族に配布しています。 

相談員・機能訓練指導員等が中心となり議論を重ね、構成をしました。 

1、 ４大認知症の簡単な紹介 

2、 デイサービスでの認知症リハビリ紹介 

3、 認知症の初期の症状を紹介（早期発見をするために） 

4、 認知症が進行してしまう関わり 

5、 認知症の方への対応方法（その１:話を聞くこと） 

6、 認知症の方への対応方法（その２：共感） 

7、 ＢＰＳＤ（認知症の周辺症状）への対応方法 

 

昨年度より取り組みを開始し、現在、第１５部まで作成しました。今後も継続していきます。 

 

 

５、利用定員   ４０名 

 

６、営業日・営業時間   月曜日～土曜日（日曜日は休業）  ９：３０～１６：３５ 

                 

 
７、苦情・ヒヤリハット・事故報告 

【苦情】 2 件 ※中間報告時より訂正 

 

【ヒヤリハット・事故報告 概要の報告】 

ヒヤリハット １３件 

事故     ６件（内、浜松市へ報告事故 1 件） 
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 内容 詳細 対策・対応 

䪶
月 

転 倒 

（ﾋﾔﾘ） 

帰りの送迎時に送迎車から玄関まで手

引き歩行時に玄関先で膝折れされる。 

立ち合いご家族の協力の元、体勢を整

え玄関の中まで手引き歩行で連れてい

く。膝折れしたときに完全に膝が床に

着いていないため外傷等はなし。立ち

合い家族に謝罪する。 

前月に 2 件同じ利用者の膝折れがあっ

たため、移動時は状態に合わせて車椅

子を使用することにした。また、送迎時

は家族と職員 2 人で介助をするように

対応した。 

䪷
月 

義歯破

損 （ 事

故） 

口腔ケア時に利用者の下義歯を外し

た際に義歯が折れてしまう。 

口腔内に破損した義歯の破片が残っ

てないか、口腔内に傷ができなかった

かを確認する。外傷みられず。連絡ノ

ート」及び送迎時にご家族へ謝罪す

る。義歯の劣化も考えられるので歯科

往診時に診てもらうと家族より返答いた

だく。 

䪸
月 

転  倒

（ﾋﾔﾘ） 

活動中に床に手をつきしゃがみ込ん

だところを発見する。 

外傷なし。普段より床にしゃがむことが

あったため経過観察とした。 

䪹
月 

外  傷

（ﾋﾔﾘ） 

シルバーカー歩行時にシルバーカー

の持ち手を握っていた右の小指を他

利用者が立ち上がろうと後ろに下げた

椅子に挟んでしまう。 

直後は痛みの訴えあり。その後痛み消

失。外傷無し。家族に報告し、自宅でも

様子観察。特変見られず。 

転  倒

（ﾋﾔﾘ） 

朝の送迎時に玄関から送迎車に向か

い手引き歩行で移動中に右足が震え

動かなくなり地面に両膝をついてしま

う。 

その場で一緒に介助していた家族とと

もに外傷確認。家族へ謝罪する。外傷

なし。４月に同利用者の事故続いてお

り、ミーティングにて介助方法の共有を

再度おこなった。 

䪺
月 

転 倒  

※浜松

市報告

事故 

デイルームにてシルバーカー歩行中

に他利用者から声を掛けられシルバ

ーカーから手を離しテーブルへ移動し

ようとしたところ、右足がシルバーカー

の左後部車輪に引っ掛かり右体側か

ら横倒しに転倒し、床で右肘、右大転

子を打撲する。 

意識の有無、打撲部位および痛みの

確認、バイタル確認を行う。その後、右

足の動きを確認すると、右大腿上部の

痛みが強く骨折の疑いがみられたため

家族に連絡・説明し浜松市労災病院受

診となる。受診結果、右大転子部骨折

の診断、入院となる。 

エ ス ケ

ープ（ﾋ

ﾔﾘ） 

午前の活動中に一人で正面玄関より

外に出てしまったところ他事業所職員

が発見。 

デイルーム内にお誘いし、外へ出ると

きは職員へ声をかけてほしい旨をお伝

えする。外へ出た目的を当該利用者か

ら伺う。その後、ご家族へ報告・謝罪す

る。 

40



 
 

䪻
月 

薬  剤

（苦情） 

デイ利用時に張り薬（心血管拡張剤：

硝酸イソソルビドテープ４０ｍｇ）の交換

をしていなかったことに対して家族より

指摘があった。  

事故当日、当該利用者は体調不良に

て入浴を中止していた。本来であれば

入浴後に交換予定であった貼り薬であ

ったため、交換せずにいたが、状況を

家族に報告をしていなかった。報告を

していれば与薬忘れを防げたことも併

せて家族へ謝罪する。また、この件から

薬確認表の見直しを再度おこない、入

浴介助に係る介護職員と看護職員の

業務を擦り合わせた。 

薬  剤

（苦情） 

家族より、前回利用時に昼食後薬の内

服ができておらず連絡袋に入ったまま

になっていると指摘があった。 

連絡袋から薬を取り出す担当の介護職

員とダブルチェック担当の看護職員が

双方確認を見落としていたことが分か

り、家族に謝罪。また、薬情報が更新さ

れていなかったことも原因であったた

め、相談員含め薬情報の更新がない

か定期的に確認をしていくことを周知し

た。 

転  倒

（ﾋﾔﾘ） 

帰りの送迎時、自宅玄関前にて職員と

家族が手引き歩行介助中に膝折れ

し、両膝が地面に付いてしまった・ 

その場で一緒に介助していた家族とと

もに外傷確認。家族へ謝罪する。外傷

なし。同利用者の事故続いており、ミー

ティングにて介助方法の検討を再度お

こなった。また、膝折れしても地面に膝

が付くことを防げるように両脇を前から

しっかり抱えるように持つようにした方が

よい、という意見を共有した。 

食  事

（ﾋﾔﾘ） 

食事（昼食・おやつ）を持参している利

用者に対して誤っておやつのレモンケ

ーキを提供してしまう。 

数口食べたところで他職員が発見し、

食べるのを止めていただいた。事情を

説明し謝罪、持参のおやつ（カステラ）

提供した。むせこみなし。帰りの送迎時

及び連絡ノートにて家族へ謝罪した。 

 

⒒
月 

介 助 ミ

ス （ ﾋ ﾔ

ﾘ） 

入浴後、尿道カテーテルの逆流防止

の留め具を外し忘れる。 

発見後、すぐに留め具を外し尿を排尿

バックへ流し、異常なし。入浴介助は 2

人で行うため必ず 2 人で確認するよう

再度周知する。 

爪 切 り

時出血

（事故） 

入浴後、足の爪をカットしている際、右

第 5⁴趾より少量出血あり。一部皮膚を

きってしまった。 

創部に絆創膏を貼り保護する。本人・

家族に謝罪する。爪切り時に足が動い

いてしまったこともあるが、リスクがある

ことを想定し爪切りを行っていくことを

共有する。 
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転  倒

（ﾋﾔﾘ） 

フロア内を歩行中、自席がわからなく

なっており、職員が声掛けて誘導す

る。誘導の際、そばについていなかっ

ため方向転換時にバランスを崩し両

手・両膝をつき転倒する。 

方向転換時はバランスを崩しやすいた

め席がわからなくなっているときはそば

について一緒に席まで案内する。家族

に謝罪とその旨の報告をした。 

⒓
月 

薬剤 

（事故） 

昼食前の内服薬の飲み忘れ（初回利

用時） 

新規利用者で初回利用時に起きてしま

った。薬の管理方法・情報を多職種で

共有・周知する。 

䪳
月 

転 倒

（ﾋﾔﾘ） 

フロア内の自席より立ち上がり移動しよ

うとした際に転倒。 

家族に報告する。また、ご本人と話し合

う。自宅でも転んでしまうことがあるよう

で、方向転換時や体勢を変えるときは

特に気を付けたいと認識確認した。 

転 倒

（ﾋﾔﾘ） 

エルゴメーターによる運動後、靴を履

き椅子から立ち上がった時にバランス

を崩し転倒。 

外傷・バイタル確認し異常なし。家族に

報告・謝罪する。運動終了後に職員に

声をかけてもらうようご本人にお願いす

る。また、職員も時間を運動終了じかん

を見計らって注意するようにしていくこ

とを周知。 

䪴
月 

 

介 助 ミ

ス （ ﾋ ﾔ

ﾘ） 

入浴後、尿道カテーテルの逆流防止

の留め具を外し忘れる。（１１月の件と

異なる利用者） 

発見後、すぐに留め具を外し尿を排尿

バックへ流し、異常なし。入浴介助は 2

人で行うため必ず 2 人で確認するよう

再度周知する。 

外 傷

（事故） 

脱衣室から浴室へ移動する際に浴室

入口に足ふき用で敷いてあったタオル

で足を滑らした。職員が手を引いてい

たため床にしりもちをつくことはなかっ

たが、滑った際に体が半回転し浴室入

口ドアに背中をぶつけてしまい、皮膚

が擦れ赤くなった。 

家族に報告し謝罪。足が滑った原因で

あるタオルは、状況に応じて使用するよ

うに職員間で話し合う。また、誘導時に

てを引いていたが、側方や後方から体

を支えて誘導する等安全な方法をデイ

会議で検討した。 

薬 剤

（事故） 

昼食後薬の確認不足にて内服を中止

した。 

 

内服薬を利用者・利用者家族等が準

備する際に介入者が数であるといつも

とちがう場所に準備されている可能性

があるということを認識し、職員も可能

であれば２人以上の目で確認してい

く。 

䪵
月 

転 倒

（ﾋﾔﾘ） 

運動器機能のモニタリングのための片

足立ちの計測中にバランスを崩し転

倒。 

家族に報告・謝罪。評価中の環境整備

を整える。また、他の評価項目 

検討する。 

中間報告時に９月薬剤についての事案２件を事故として報告しましたが、ご家族からの指摘があったこ

とから、苦情として対応させていただくこととしました。職員の不注意によるﾋﾔﾘﾊｯﾄ報告が多く上がったこ

とは、課題としてしっかりと職員に伝えていき、令和６年度は、件数を減らしていきたいと思います。 
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令和５年度 第２デイサービスセンター南風 事業報告 

 

１．事業規模と利用者数について 

令和 5 年度は大規模型（Ⅰ）の規模区分で運営し、目標とする約９００人/月には届か

ず、７４４.０９人/月となった。その結果から令和 6 年度は通常規模型となります。 

 

事業規模区分 

 平均利用延人員数（※） 

通常規模型 750 人以内 

大規模型Ⅰ 750 人を超え 900 人以内 

大規模型Ⅱ 900 人を超える 

(※)平均利用延人員数の算定方法―実人数に下表の数字を乗じた数 

サービス提供時間 要介護の場合の乗数 
事業対象者・要支援の場合

の乗数 

2 時間以上 3 時間未満 0.5 
0.5 

3 時間以上 5 時間未満 0.5 

5 時間以上 7 時間未満 0.75 0.75 

7 時間以上 9 時間未満 1 1 
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２．サービスの質向上について 

（１）ケア検討会の継続実施 

一つひとつのケースを熟知することで、個別ケアの質の向上を目的として昨年度

より実施しており、情報収集やそれをまとめる力がつき、充実した検討会を実施する

ことができた。また、その情報をケアの方法や送迎方法、家族との対応方法等に活か

すことができた。 

しかし、本年度に退職者が重なり、継続することが困難となったため、残念ながら

令和５年 8 月から令和６年３月まで一時中止としました。 

・5/16（火）1 回目 A グループ１ケース 

・6/20（火）２回目 B グループ１ケース/A グループモニタリング 

・7/18（火）３回目 C グループ１ケース/B グループモニタリング 

※令和 6 年度 4 月から再開 6 月他事業所ケアマネ招待済。 

 

（２）サービス提供プログラムの見直し 

新プログラムを立ち上げて 2 年が経過し、しっかりと運動量を確保した機能訓練

メニューを提供してきたが、利用者様からは「休憩時間が少ない。」「お茶を飲む時間

もない。」等の意見が聞かれることが多くなり、プログラム全体を見直すこととした。 

プログラム適正化チームを作り、サービス内容の組み換え等を実施した結果、運動

量を落とすことなく、「お茶のみ休憩」の時間を作ることができた。 

また、「運動ばかりでは楽しくない。」との声もあることから、喫茶店への参加や昼

休みのレク活動を積極的に実施するようにした。 

  ※令和６年６月よりバザール南風への参加も検討中 

 

（３）仲間づくりの支援（手指活動や個別レクの充実） 

休憩時間等を有効活用し、選べる小集団のレクリエーション（歌、手指活動、囲碁

将棋オセロ、工作、ゲーム等）を実施。利用者同士のコミュニケーション機会となっ

た。また、手指活動プログラムのマンネリ化を防ぐため、グループやひとり一人のニ

ーズに合わせ、オリジナルの訓練道具等を作成し、個別的に対応していくことができ

た。 

 

（４）勉強会の実施 

適切な研修を選定し、年 1 回/人を目標として、外部研修（WEB 研修含む）に参加

する機会を作る。また、習得した技術や知識を用いてフィードバックしていく。 

・5/10 上村千文   「身体のしくみと機能」（他、6/21・7/19 の 3 回研修） 

・6/15 松田和久   デイサービス事業継続・経営改善セミナー 

・7/20 加藤みどり  「動き出しは本人から」の介護実践 
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・7/5  三輪渥美   接遇マナー研修会 

・7/26 佐々木めぐみ  看護の質向上促進研修 

・8/10 加藤宏美   介護施設・事業所における虐待防止及び身体拘束等の適正化 

・8/21 石上美佐子  「言いにくいことを伝える技術」 

・8/22 小楠絵美   福祉・介護施設職員向け感染症対策研修 

・9/7  加藤宏美   作業療法学科臨床実習指導者会議 

・9/28 佐々悦子   薬の基礎知識 

・12/14 大澤雅美   浜松市社協老人部会 通所介護職員研修 

※下半期は職員の退職者が重なったため、現在外部研修を縮小しました。 

 

（５）職員教育制度（新人研修） 

   第１デイサービスと協働で、前年度より制作開始した「新人研修用マニュアル」が

完成。今後、法人のキャリアパス制度やそれに伴う研修制度に合わせて活用を考えて

いく。（令和 6 年 4 月にマニュアルを活用し新人研修を実施） 

 

３．地域連携について 

（１）居宅介護支援事業所への訪問 

地域のケアマネジャーと相談員との顔の見える関係づくりをするために、居宅介

護支援事業所への定期訪問の継続、連携会等イベントへの参加を実施していく予定

ではあったが、職員の退職者が重なり一時中止とした。令和６年 3 月より再開。 

 

（２）地域福祉活動への参加 

   アウトリーチ活動の一環として、倉松町サロン再起動支援活動等を通して、認知症

予防や機能訓練等をテーマに出張講師を実施する。 

・5/28（日）倉松町ふれあいサロン 健康や栄養に関する講座 大澤主任相談員 

・7/23（日）倉松町ふれあいサロン 自宅でもできる健康体操 松田管理者 

・11/16（木）小沢渡町ふれあいサロン 自宅でできる健康体操 松田管理者 

・12/2（土）堤町ふれあいサロン 健康や栄養に関する講座 大澤主任相談員 

・12/13（水）米津町ふれあいサロン 健康や栄養に関する講座 大澤主任相談員 

※新津地区生活支援体制づくり協議体参加 松田管理者 

 

（３）ケア検討会への参加依頼 

「（１）ケア検討会」について、外部ケアマネジャーのケースを取り上げる際、サー

ビス担当者会議として参加を依頼する予定であったが、ケア検討会が一時中止して

いるため、実施していない。（令和 6 年度 6 月他事業所ケアマネ招待済。） 
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４．苦情・事故・ヒヤリハットについて 

 

【苦情】２件 

（１）12/22（金）朝の送迎時、利用者様ご本人が、寒い中屋外で待っているにも関わら

ず、送迎車が遅れたことについての苦情。 

―原因― 

当該利用者からの休みの電話連絡を受けたと勘違いした職員が、そのまま申し送

りしたことで送迎リストから外れることとなる。 

―対応― 

すぐに訪問し、経緯説明と謝罪。「これからは気を付けてください。」とのことで容

赦頂く。 

今後の対応としては、電話連絡を受けた際は、全てメモに残し、メモにて申し送り

をすることとする。 

 

（２）1/18（木）サービス提供時間内に同テーブルの他利用者から大声で怒鳴られたとの

ことで、怒鳴った本人に注意しない職員はおかしい。みんなの前で辱められたこと

に対して謝罪してほしいとの苦情。 

  ―原因― 

   大声を出した利用者は脳梗塞、高次脳機能障害の既往があり、易怒性も高く、声の

音量量調整もうまくできない症状があり。話している内容について、歩行不安定な

当該利用者に対して、「隣の席が空いているため、歩行器をそばにおいていいよ。」

と話したとのことだが、難聴もあり上手く伝わらなかったため「ここ！ここ！」と

大声になった様子。 

  ―対応― 

   すぐに訪問し経過説明と謝罪。その後、担当ケマアネジャーを含め担当者会議を行

い「①当該利用者と他利用者との席を離す。」「②運動グループを別にする。」「③接

触をさけるように注意することを職員全員で情報共有する。」ことを決め、ご了承

頂く。 
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【事故報告】９件 

 内容 詳細 対策・対応 

４
月 

転倒 トイレにて転倒。本人曰く、便意が

あり、慌ててトイレに行き、便座の

右側で転倒したとのこと。 

外傷を確認。左頬にすり傷。左頭頂部

から側頭部あたり内出血と２×１㎝

の擦り傷。家族に連絡、謝罪し、本人

と相談した結果、痛みが続くようで

あれば受診することとなる。 

５
月 

転倒 鍵がかかったトイレ内で転倒。本人

曰く、トイレを済ませ、ズボンを上

げようとしたところ転倒したとのこ

と。 

腰の強い痛みの訴えあり。家族に連

絡、謝罪、連携し救急搬送にて入院。

第一腰椎圧迫骨折。保険にて対応済。 

今後、歩行器使用の声かけと、歩行状

態改善を図り、下肢筋力トレーニン

グを実施する。 

６
月 

なし 

７
月 

なし 

８
月 

誤嚥 

誤飲 

飴を食べたまま、お茶を飲み、つま

らせる。 

義歯を外しタッピング。飴を出して、

状態確認。状態に変化なし。 

本人「もう二度、飴なんか食べない。」

家族に連絡、謝罪し、「昔もリンゴが

引っ掛かったことがあった。すみま

せんでした。」とのこと。 

９
月 

外傷 エルゴメーター訓練実施後、右足く

るぶし部分の靴下に出血を確認。エ

ルゴメーター器具の内側に足が当た

り擦れた様子。 

家族への情報伝達。 

足が当たらない大型のエルゴメータ

ーを使用することとする。 

１
０
月 

外傷 本人の希望で爪を切ったが、その際

左足第２趾の皮膚を切り出血。 

外傷確認処置。本人、家族に謝罪し了

承頂く。ある程度の⾧さまで切った

ら、やすりで対応することとする。 

１
１
月 

与薬ミ

ス 

薬の内容で勝手に解釈してしまい、

医師の指示通りに軟膏塗布を行わな

かった。 

薬局に連絡し、医師の指示を確認後、

指示通りに二重塗布を実施した。疑

問を感じた場合には、勝手判断せず、

必ず医師等に指示を仰ぐこととす

る。 
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１
２
月 

転倒 入浴時、意識消失。転倒し右側頭部

を打つ。数秒後に意識回復。 

ベッド臥床し水分摂取。その後受診

したが、意識消失に関しては原因不

明。入浴時には十分な水分摂取と、⾧

湯のため、本人と話し合い入浴時間

を５分とする。 

与薬ミ

ス 

左眼に点眼する薬を両目に点眼して

しまう。 

与薬ミスを始め、度々ミスが発生す

る職員のため、個別面談を実施し注

意を促す。本人、家族への謝罪をし、

ドライアイのための点眼薬なので様

子を見ることとする。 

１
月 

なし 

２
月 

その他 左第２趾の爪切り時、誤って肉芽を

切り出血。 

本人、家族へ謝罪。深く切らずにやす

り対応することを徹底せずミス。

度々ミスが発生する職員のため、個

別面談を実施し注意を促す 

３
月 

なし 

 

【ヒアリハット】１７件 

 内容 詳細 対策・対応 

４
月 

転倒 

転落 

自席とテーブルの間で尻もち。 

本人曰く、テーブルを支えて立ち上

がろうとしたところ、右足が滑り尻

もちをついた。外傷なし。 

看護師による状態確認。外傷なし。 

靴底のゴムのすり減り等確認。 

立ち上がり訓練の継続と焦らずゆっ

くり動くように声掛けの実施。 

転倒 シルバーカー歩行中、職員に支えら

れながら、右側にゆっくりと転倒。

外傷なし。 

看護師による状態観察。バイタル安

定。外傷なし。てんかんによる転倒の

可能性が高く、今後も繰り返すこと

が考えられる。 

右側に倒れる傾向から、歩行介助は

必ず右側に立つようにする。 

５
月 

膝折れ 洗面所で手洗い中に膝折れする。 看護師より状態確認。バイタル等以

上なし。家族に連絡し「家でもよくあ

る。」とのことで、今後は常に近位に

て見守りをすることとする。 
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６
月 

なし 

７
月 

転落 入浴洗身中、椅子から静かにすべり

落ちる。外傷なし。 

座位保持のバランスをとることが難

しくなってきている。洗身中は目を

離さず、肘付きのシャワーチェアー

を導入し使用することとする。 

８
月 

なし 

９
月 

転落 椅子からの転落。意図は不明だが、

何かをしようとして靴を脱ぎ、その

際、前方に転落するところだった。 

看護師による状態確認。右前額発赤。

その他外傷なし。家族での連絡、謝

罪。今後の対応は、認知症のため行動

予測は難しいが、できる限り目を離

さないようにする。 

１
０
月 

エスケ

ープ 

一人で玄関に向かい、自動ドアを叩

いているところを事務員が発見す

る。「もうお世話になったので帰ろう

かと思って。」とのこと。 

一緒に歩き話をする。帰りたい気持

ちは変わらないが、言葉並べカード

を渡すと他利用者とゲームを始め

る。 

１
１
月 

転倒 体調が良くないため、ベッドに職員

と向かう途中膝折れ。低血圧による

意識消失。外傷なし。 

車イスに移乗介助し、ベッドに臥床。

間もなく意識が戻る。原因不明の血

圧低下があるので、体調不良時は車

イスで移動介助することとする。 

１
２
月 

転倒 席の横に鍵を落とし、立位の状態で

拾おうとして体制を崩して床に座り

込んだ。外傷なし。 

本人と話し合い「床に物が落ちた時

は職員を呼ぶこととする。」とのこ

と。継続して筋力トレーニングを実

施していく。 

その他 補聴器をしていることを確認せず、

そのまま入浴介助を実施し、補聴器

を濡らしてしまう。故障なし。 

本人、家族への謝罪。 

補聴器の使用の確認を徹底する。 

その他 洗面所でハンドソープの蓋を開け

て、飲もうとしていた。 

歯磨きが終わるまで見守り対応。認

知症の方が歯磨きをする場合には、

ハンドソープは手の届かないところ

に置くようにする。 

※当日発熱しコロナ陽性。 
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１
月 

なし 

２
月 

その他 うがい用のコップにハンドソープの

入れようとしていた。 

認知症の方が歯磨きをする場合に

は、ハンドソープは手の届かないと

ころに置くようにすることを徹底す

る。 

転倒 車イスへの移乗の際、自身の手が滑

り転倒。外傷なし。 

家族への状況報告と謝罪。了承頂く。

本人の体調不良もあり起こった転倒

でもあるので、本人の体調に合わせ

たサポートをするように徹底する。 

その他 苗字違いの同名の利用者を勘違いし

南風まで送迎する。 

すぐに送迎し直し謝罪。今後はリス

トをメモし、送迎時に点呼確認する

こととする。 

３
月 

転倒 機能訓練終了後、意識消失し転倒。

外傷なし。 

車イスに移乗しバイタル測定。家族

への報告。自宅でもてんかん発作が

続いているとのこと。体操をすると

きは職員が隣に着くこととする。 

その他 朝のﾊﾞｲﾀﾙ測定時、血圧が高かったに

も関わらず入浴してしまう。 

入浴中、入浴後にも特に変化なし。バ

イタル異常の利用者は再検査すると

ともに他看護師に相談することとす

る。度々ミスが発生する職員のため、

個別面談を実施し注意を促す。 

その他 在宅酸素の設定量を間違え、利用者

様から注意を受ける。 

すぐに修正し謝罪。酸素量のメモの

確認の徹底。度々ミスが発生する職

員のため、個別面談を実施し注意を

促す。 

その他 食形態を間違えて配膳し、食べ始め

たところ、職員が気付き至急取り換

える。 

食事配膳の際は、本人の顔とネープ

プレートを確認し、配膳時点呼確認

することする。 

エスケ

ープ 

認知症ではない利用者様（隣の敷地

の利用者）が利用中一人で外に出て、

自分の畑を見に行っていた。 

エスケープとは違うが、転倒の危険

性等あることから、本人と話し合い

職員に声をかけるようにお願いす

る。 
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その他 電動エルゴメーター実施し、麻痺側

がペダルからずれて、機器に接して

いた。外傷なし。 

当該利用者の使用時の足の固定方法

や高さ調整を機能訓練士とともに検

討し決定。周知実施することとした。 

 

その他 送迎時、玄関先のマットの上で滑る

ようにバランスを崩す。職員が支え

るが支えきれず転倒。外傷なし。 

他事業所送迎時にも転倒を繰り返し

ていたとのこと。すべり止めマット

を引き、住環境を改善することとし

た。 
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令和 5 年度 指定居宅介護支援事業所南風 事業報告 

 

 

１．基本方針 

 例年の基本方針通り、地域の要介護者等やその家族が住み慣れた土地で安心して生活を

送ることができるように適宜必要な支援を行ってきた事で、居宅介護支援の実績数は（表

１）の通りとなりました。 

 居宅介護支援実績数（表１）＊要支援については、（ ）内が 0.5 換算での請求件数にな

っております。 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

要介護 249 258 261 256 259 257 

要支援 88（44） 98（49） 93（46.5） 89（44.5） 91（45.5） 91（45.5） 

合計 293 307 307  300.5 304.5  302.5 

 

 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

要介護 259 254 257 245 241 235 

要支援 92（46） 85（42.5） 85（42.5） 89（44.5） 88（44） 86（43） 

合計 305 296.5 299.5  289.5 285 278 

 

新規利用者の受け入れについては、上半期はお断りすることなく受け入れを継続出来てい

ましたが、夏にパート 1 名退職。その後すぐに人員補充ができないままのため、新規を制

限しました。1 月に 1 名職員の補充ができたため、新規の受け入れの再開ができると思って

いましたが、包括との職員の入れ替え、退職者が出るなど、落ち着かない状況が継続して

いる。 

介護請求については、上半期は 250 件を超える請求が継続出来ていたが、下半期は新規の 

新規の受け入れの制限につき、250 件に届かなかった。 

初回訪問の 2 人体制は継続できています。 

アセスメント力を高めること、ご本人・ご家族の意向をきちんと聞き取ること、2 人体制す

ることでケースの共有ができ、一人で抱えることを減らしています。 

しかし、まだまだ、すぐにサービスの利用に繋がらないケースもあります。サービスに繋

げることが目的ではないが、何らかの心配があり、介護保険の申請に至っていることの聞

き取りが不足していることもあります。今後も引き続き居宅会議での意見交換を実施し、

振り返りを行なっていきます。 

要支援の利用者さんは、増加傾向にあり、少しお断りをしています。新津地区の受け入れ

は行なっています。 

 

52



２．組織体制 

・常勤 8.6 名でスタートし、9 月から 4 か月ほど 7.8 名の体制となりました。 

1 月に 1 名の新人の介護支援専門員が入職し 8.6 名に戻すことができました。 

1 名の新人介護支援専門員には、主任介護支援専門員がプリセプターにつき、ケアマネジメ

ントの流れを丁寧に教えるようにしています。 

デイサービス、ショートステイの紹介率については、デイサービス南風への紹介率は上が

ってきていると思いますが、要介護 3 以上の方が入所や入院になってしまうことも増えて

しまったのが現状です。第 2 デイサービス南風への紹介率は減ってしまっているように感

じます。ショートステイに関しては、新規の紹介など行なっており、件数は増加している。 

３．研修など 

・各研修は、リモートと集合形式での研修となり、顔の見える関係作りができるようにな

ってきました。今後も各行政区の研修への参加を継続していきます。 

・他事業所との事例検討会については、浜松市連絡協議会南区支部の研修で実施しました。 

・職員の更新研修は 3 名参加し、主任介護支援専門員研修は 1 名参加しました。 

４．地域交流、貢献活動等 

・新型コロナの影響で、バザールの開催は見合わせていました。 

Ｒ５年度から元気で過ごそう会・喫茶ボランティアの再開を行ないました。 

５．その他 

・主任介護支援専門員 3 名を有する大規模事業所の責務をして、行政や地域包括支援セン

ター、介護支援専門員連絡協議会南行政区支部等各組織と連携し、地域福祉の向上に努

められるよう研修協力などの実施を継続しました。 

・地域包括支援センターとの連携も強化し、特定事業所加算を取得している居宅介護支援

事業所として、困難ケースの受け入れも行なってきました。まだ、主任介護支援専門員

が中心となって受け入れているため、居宅内の会議で関わり方や多職種との連携を伝え

るようにしました。また、地域ケア会議などの開催時には、参加できる職員が同行する

ようにしました。 

・月に 1 回居宅会議の中で、事例検討会やアセスメントの振り返りを行ない、自分だった

らと一人一人が意見を言えるようになりました。 

・年に１回職員の面接を実施し、居宅内の問題点などを聞き、会議の中で改善策を全員で

一緒に考えることは引き続き行なってきました。ライフワークバランスが取れるような

体制つくりは引き続き行なっていきます。 
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（
地

域
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括
支

援
セ

ン
タ

ー
 

三
和

 
 

）
 

①
担
当
圏
域
の
概
要
（
R
4
.
1
0
.
1
時
点
）
 

地
区

名
 

年
齢

構
成
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齢
者

の
内

訳
 

要
介

護
高

齢
者

 

人
口

 
0
～

1
4

歳
 

1
5
～

6
4

歳
 

6
5

歳
以

上
 

高
齢

化
率

 
前

期
高

齢
者

 
後

期
高

齢
者

 
事

業
対

象
者

 
要

支
援

 
要

介
護

者
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田
地
区

 
1
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5
0
6
人

 
1
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4
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2
人

 
7
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7
8
8
人
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人
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.
9
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1
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5
8
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地
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,
8
7
2
人

 
2
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1
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3
0
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人

 
5
,
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1
人
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5
.
7
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2
,
7
1
4
人

 
2
,
9
1
7
人

 
 

 
 

 
3
4
,
3
7
8
人

 
4
,
4
1
6
人

 
2
1
,
0
9
5
人

 
8
,
8
6
7
人

 
2
5
.
8
％

 
4
,
2
9
2
人

 
4
,
5
7
5
人

 
1
2
7
人

 
4
1
0
人

 
1
,
0
9
8
人

 

＜
圏

域
の

特
徴

＞
 

浜
松
市
の
高
齢
化
率
は
、
令
和

4
年

1
0
月
現
在
で

2
8
.
4％

で
あ
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
三
和
の
担
当
圏

域
で
あ
る
飯
田
・
白
脇
地
区
の
高
齢
化
率
は

2
5
.8
％
で
あ
る
。

昨
年
と
比
較
す
る
と
、
浜
松
市
全
体
と
飯
田
・
白
脇
地
区
と
も
に

0.
3
％
の
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。
圏
域
の
特
徴
と
し
て
、
高
齢
化
率
が

2
0％

前
後
の
町
が
あ
る
一
方
で
、
高
齢

化
率
が

4
0％

近
い
町
が
あ
り
、
白
脇
地
区
で
は
国
道

1
号
線
の
南
北
、
飯
田
地
区
で
は
国
道

1
号
線
の
東
西
で
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
生
産
年
齢
人
口
（
1
5
歳
～
64

歳
）

が
多
い
町
の
周
辺
に
は
、
ス
ー
パ
ー
等
の
商
業
施
設
が
充
実
し
て
お
り
、
食
料
品
や
生
活
用
品
等
の
生
活
必
需
品
の
購
入
に
困
る
こ
と
は
少
な
い
。
一
方
で
、
生
産
年
齢
人
口
が

少
な
い
町
の
周
辺
に
は
、
商
業
施
設
が
少
な
く
、
個
人
商
店
等
の
廃
業
に
よ
り
、
生
活
必
需
品
の
確
保
が
容
易
で
は
な
く
、
課
題
と
い
え
る
。
 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
圏
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
だ
け
の
事
業
所
と
サ
ー
ビ
ス
量
が
充
足
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
介
護
人
材
の
不

足
と
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
背
景
に
、
訪
問
介
護
の
調
整
が
難
航
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
調
整
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
不
足
は
顕
著
で
あ
り
、
介
護
予
防
支

援
に
お
い
て
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
選
定
が
容
易
で
は
な
く
、
要
介
護
に
お
い
て
も
難
航
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
ら
な
い
高
齢
者
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
仕
組
み
が
成
熟
し
て
お
ら
ず
、
運
営
主
体
の
規
模
や
実
績
に
差
異
が
あ
り
、
誰
し
も
が

わ
か
り
や
す
く
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
な
り
得
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
多
様
な
日
常
生
活
上
の
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
及
び
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
推
進
を
目

的
と
し
た
、
生
活
支
援
体
制
づ
く
り
協
議
体
の
活
動
で
は
、
熟
議
を
繰
り
返
し
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
活
動
や
社
会
資
源
の
創
出
に
至
っ
て
い
な
い
。
 

地
域
力
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
症
上
の
位
置
づ
け
が
第

5
類
に
移
行
さ
れ
て
か
ら
、
サ
ロ
ン
や
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
等
の
活
動
が
活
性
化
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

地
区
社
協
や
地
区
民
児
協
が
組
織
的
か
つ
活
動
的
で
あ
る
が
、
地
区
民
児
協
に
お
い
て
は
、
令
和

4
年
度
の
改
選
に
伴
い
、
白
脇
地
区
・
飯
田
地
区
と
も
に

3
割
程
度
の
民
生
委

員
が
入
れ
替
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
民
生
委
員
等
と
の
関
係
づ
く
り
に
注
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

＜
把

握
し

て
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る
地

域
課

題
＞

 

・
徒

歩
圏

内
で

行
け

る
商

業
施

設
（
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パ
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等

）
が

無
い

地
域

で
は

、
運

転
免

許
返

納
や

身
体

機
能

の
低

下
に

よ
り

、
商

業
施

設
に

行
く

手
段

が
な

く
、

生
活

必
需

品
の

購
入

・
確

保
が

難

し
い

。
 

・
利

便
性

の
悪

さ
か

ら
地
域
活
動
に
参
加
し
た
く
て
も
参
加
で
き
な
い
高
齢
者
が
い
る
。
そ
れ
ら
の
社
会
参
加
を
推
進
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
仕
組
み
の
創
出
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。

 

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
た

い
高

齢
者

に
対

応
で

き
る

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
が

不
足

し
て

お
り

、
特

に
介

護
予

防
支

援
に

お
い

て
は

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
選

定
が

難
航

す
る

。
ま

た
、

改
善

は

し
た

が
、

介
護

申
請

か
ら

認
定

ま
で

に
時

間
を

要
す

る
こ

と
が

あ
っ

た
。

認
定

結
果

が
遅

れ
る

こ
と

で
、

結
果

と
し

て
迅

速
に

サ
ー

ビ
ス

が
利

用
で

き
な

い
こ

と
が

あ
る

。
 

②
重
点
目
標
 

・
多
く
の
職
種
や
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
各
種
研
修
会
や
交
流
会
等
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
。
 

・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
と
し
て
、
地
区
社
協
や
地
区
民
児
協
、
サ
ロ
ン
や
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
等
の
地
域
団
体
に
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
。
ま
た
、
そ
れ
ら
諸
団
体
と
地
域
の
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介
護
支
援
専
門
員
を
繋
ぐ
活
動
を
実
施
す
る
。
 

・
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
現
状
を
鑑
み
て
、『

7
5
歳
全
戸
訪
問
』
に
注
力
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周
知
を
行
う
。
 

・
対
象
者
が
『
老
い
へ
の
備
え
』
を
意
識
化
で
き
る
よ
う
に
、
専
門
講
師
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
家
族
介
護
支
援
事
業
等
を
開
催
す
る
。
特
に
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が

集
え
る
家
族
会
等
の
開
催
に
注
力
す
る
。
 

・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
、
生
活
支
援
体
制
づ
く
り
協
議
体
の
活
動
と
連
動
し
て
、
地
域
課
題
を
発
見
し
、
社
会
資
源
の
周
知
・
創
出
に
努
め
る
。

 

④
実
施
計
画
（
活
動
内
容
）
 

業
務
名

 
実
施
計
画

 
実
施
計
画

に
対
す

る
達
成

状
況

 

総
合

相
談

支
援

 

①
 
「
7
5
歳
全
戸
訪
問
」
や
出
張
相
談
所
「
ち
ょ
こ
っ
と
相

談
（
2
か
所
）
」「

い
き
が
い
相
談
（
1
か
所
）
」
の
継
続

実
施
。
ま
た
、
地
域
の
店
舗
（
金
融
機
関
・
ス
ー
パ
ー

等
）
と
調
整
し
、
新
た
な
出
張
相
談
所
の
開
設
を
試
み

る
。
 

②
 
「
断
ら
な
い
総
合
相
談
窓
口
」
を
目
指
し
、
多
く
の
職

種
や
機
関
と
の
連
携
強
化
を
す
る
。
方
法
と
し
て
、「

み

な
み
区
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
」
等
に
お
い
て
そ
れ
ら
と
の
連
携
促

進
を

図
る

。
ま

た
、
「

み
な

み
区

Ｌ
ｏ

ｖ
ｅ

」
の

開
催

方
法
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
の
ほ
か
に
、
集
合
形

式
で
も
開
催
す
る
。
 

③
 
地

区
社

協
や

地
区

民
協

と
の

顔
の

見
え

る
関

係
構

築

を
促
進
し
、
ま
た
、
サ
ロ
ン
や
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
等
、
地

域
の

各
団

体
か

ら
の

協
力

依
頼

に
柔

軟
に

対
応

す
る

こ
と
で
関
係
性
を
つ
く
り
、
地
域
に
根
付
い
た
総
合
相

談
を
行
う
。
 

④
 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
の
更
新
頻
度
を
維
持
し
、
介

護
者
世
代
へ
の
周
知
を
図
る
。
 

⑤
 
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
活

用
し

、
画

像
や

動
画

な
ど

を
用

い

て
、
わ
か
り
や
す
く
、
想
像
が
し
や
す
い
、
情
報
提
供

を
す
る
。
 

※
①

②
③

④
⑤

を
行

う
こ

と
で

地
域

へ
の

周
知

活
動

や
啓

発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
潜
在

ニ
ー
ズ
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を
目
指
す
。
 

⑥
 
毎

日
の

始
業

時
に

業
務

の
進

捗
状

況
の

確
認

と
共

有

化
を
行
う
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

月
2
回
実
施
し
、
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
の
確
認
、
企

①
 「

7
5
歳

全
戸

訪
問
」

を
目

標
に

掲
げ
た

が
、

一
部

の
訪
問
に
と
ど
ま
り
、
十
分
に
実
施
が
で
き
な
か
っ

た
。「

ち
ょ
こ
っ
と
相
談
（
1
か
所
）
」
を
実
施
し
た
。

「
い
き
が
い
相
談
」
は
、
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

江
之
島
が
改
修
工
事
の
た
め
未
実
施
。
新
た
な
出
張

相
談
所
の
開
設
は
、
ス
ー
パ
ー
や
金
融
機
関
等
と
の

調
整
が
で
き
ず
、
未
実
施
。
 

②
 
「
み
な
み
区
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
（
み
な
み
ク
ラ
ブ
に
改
称
）
」

は
、
旧

南
区

地
域

包
括

支
援
セ

ン
タ

ー
(
新

津
・

芳

川
)
と
合

同
開
催

に
て

、
集

合
形

式
で

1
0
回

開
催

し
、
多
機
関
多
職
種
と
の
連
携
を
図
っ
た
。
参
加
者

の
減
少
が
課
題
と
な
っ
た
。
 

③
 
地
区
社
協
や
地
区
民
協
の
定
例
会
に
参
加
し
、
包
括

業
務
の
事
例
報
告
を
通
じ
て
関
係
構
築
を
行
っ
た
。

シ
ニ

ア
ク

ラ
ブ

や
サ

ロ
ン

等
の

地
域

団
体

へ
の

協

力
は

29
件
行
っ
た
。
 

④
 
介
護
者
世
代
や
地
域
住
民
等
へ
の
周
知
を
目
的
に
、

ブ
ロ
グ
の
更
新
を
計

17
回
実
施
し
た
。
 

⑤
 
タ

ブ
レ
ッ

ト
や

P
C
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ
ー

を
用

い
て

わ
か
り
や
す
く
、
想
像
が
し
や
す
い
、
情
報
提
供
を

行
っ
た
。
 

⑥
 
月

2
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
定
期
開
催
し
、
予
定
の

確
認
や
活
動
の
進
捗
状
況
の
報
告
、
研
修
報
告
、
事

業
計
画
の
立
案
等
を
協
働
で
行
っ
た
。
ま
た
、
毎
日

の
朝
礼
等
で
情
報
共
有
を
行
い
、
支
援
が
停
滞
す
る

こ
と
が
無
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
 

⑦
 
初
回
相
談
は
、
職
員

2
名
で
対
応
し
、
複
数
の
視
点
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画
立

案
等

を
協

働
で

行
い

、
チ

ー
ム

力
向

上
を

目
指

す
。
 

⑦
 
初

回
面

接
や

初
回

訪
問

は
2

名
以

上
の

職
員

で
対

応

し
、
よ
り
良
い
初
動
対
応
を
行
う
。
 

か
ら
支
援
方
法
を
検
討
し
た
。
 

 

権
利

擁
護

 

①
 
必
ず

2
名
以
上
の
職
員
で
対
応
す
る
と
と
も
に
、
行
政

等
の
複
数
機
関
で
支
援
を
行
い
、
適
切
な
支
援
を
目
指

す
。
 

②
 
成
年
後
見
人
制
度
の
申
立
て
直
接
支
援
件
数
は
年

3
件

以
上
を
目
標
と
す
る
。
 

③
 
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
し
、
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
の
情
報
提
供
、
利
用
の
支
援
を
行
う
。
 

④
 
ケ
ー
ス
の
内
容
に
応
じ
て
、
成
年
後
見
制
度
や
身
元
保

証
を
取
り
扱
う
団
体
等
と
連
携
す
る
。
 

⑤
 
成
年
後
見
制
度
や
詐
欺
等
消
費
者
被
害
等
の
周
知
を
、

家
族
介
護
支
援
事
業
の
開
催
や
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
サ
ロ

ン
活
動
へ
の
協
力
を
通
し
て
啓
発
活
動
を
行
う
。
 

⑥
 
南
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
新
津
、
芳
川
）
と
協

働
で
、
社
会
福
祉
士
が
主
体
と
な
り
、
権
利
擁
護
の
研

修
会
を
開
催
す
る
。
 

①
 
職
員

2
名
で
対
応
し
誤
謬
を
防
ぐ
と
と
も
に
、成

年

後
見
制
度
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
、行

政
や
弁
護
士

事
務
所
、
司
法
書
士
事
務
所
等
と
協
力
し
て
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
。
 

②
 
成
年
後
見
制
度
の
直
接
支
援
件
数
は

2
件
。
 

③
 
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
の

利
用

開
始

ケ
ー

ス
は

な
か
っ
た
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
情
報

提
供
を
し
た
。
 

④
 
ケ
ー
ス
の
内
容
に
応
じ
て
、浜

松
成
年
後
見
セ
ン
タ

ー
等
の
団
体
と
連
携
を
し
た
。
 

⑤
 
成
年
後
見
制
度
や
詐
欺
等
消
費
者
被
害
の
周
知
は
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
や
サ
ロ
ン
活
動
等
を
通
じ
て

6
回

実
施
し
た
。
 

⑥
 
旧
南
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
新
津
、
芳
川
）
、

浜
松
く
ら
し
の
セ
ン
タ
ー
と
協
働
で
、
「
消
費
者
被

害
」
に
つ
い
て
研
修
会
を
開
催
し
た
。
 

包
括

的
・
継

続
的

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
支

援
 

①
 
ケ
ア
マ
ネ
情
報
交
換
会
「
(
仮
)
完
熟
＆
フ
レ
ッ
シ
ュ
三

和
ク
ラ
ブ
」
を
定
期
開
催
し
、
運
営
に
お
い
て
は
地
域

の
主
任
介
護
支
援
専
門
員
に
協
力
を
得
る
。
 

②
 
地
区
社
協
や
地
区
民
協
、
サ
ロ
ン
や
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
等

の
活
動
に
、
地
域
の
介
護
支
援
専
門
員
と
参
加
す
る
。
 

③
 
南
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
新
津
、
芳
川
）
と
地

域
の

介
護

支
援

専
門

員
が

協
働

で
、
「

社
会

資
源

マ
ッ

プ
」
の
維
持
管
理
の
活
動
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

④
 
演
習
・
研
修
に
つ
い
て
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
と
協

働
で
企
画
・
準
備
・
開
催
を
目
指
し
、
そ
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
う
。
 

①
 
集
合
形
式
に
て

1
回
開
催
し
た
。
 

令
和

6
年
度
の
定
期
開
催
を
目
指
し
、
参
加
予
定
者

及
び

地
域

の
主

任
介

護
支

援
専

門
員

と
活

動
内

容

を
検
討
し
た
。
 

②
 
諸
団
体
や
介
護
支
援
専
門
員
と
の
調
整
が
で
き
ず
、

地
区
社
協
や
地
区
民
協
、
サ
ロ
ン
や
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

等
の
活
動
に
、
地
域
の
介
護
支
援
専
門
員
と
参
加
す

る
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
。
 

③
 
旧
南
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
新
津
、
芳
川
）

及
び
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
協
働
で「

社
会
資

源
リ
ス
ト
」
の
維
持
管
理
を
行
っ
た
。
 

④
 
旧
南
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
新
津
・
芳
川
）

と
協
働
で
、「
A
C
P
」「
施
設
情
報
」「
困
難
事
例
」「
B
CP
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
、
演
習
・
研
修
を
実
施
し
た
。
ま
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た
、
浜
松
市
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
南
区
支

部
主
催
の
「
事
例
検
討
会
」
の
開
催
に
協
力
し
た
。 

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
（
第

１
号

介
護

予
防

支
援

事
業

）
 

①
 
よ

り
適

切
な

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
実

施
す

る
た

め
初

回

面
接
や
初
回
訪
問
は

2
名
以
上
の
職
員
で
対
応
す
る
。
 

②
 
対
象
者
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
を
で
き
る
よ
う
に
、

心
身
の
状
況
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
複
数
提
示
す
る
。
 

③
 
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
の
プ
ラ
ン
を
含
め
、
職
員

1

人
当
た
り

20
件
以
下
と
す
る
。
 

①
 
初
回
相
談
は
、
職
員

2
名
で
対
応
し
、
複
数
の
視
点

か
ら
支
援
方
法
を
検
討
し
て
、
対
応
を
し
た
。
 

②
 
対
象
者
の
希
望
等
を
確
認
し
、複

数
の
職
員
で
支
援

方
法
を
検
討
し
、
対
象
者
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
、

支
援
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
複
数
提
示
し
た
。
 

③
 
職
員
ひ
と
り
あ
た
り
、
平
均

8.
9
件
（
介
護
予
防
支

援
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ａ
）
を
担
当
し
た
。
 

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
推

進
 

①
 
浜
松
市
医
師
会
と
の
合
同
研
修
会
は
、
南
区
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
新
津
、
芳
川
）
と
浜
松
市
介
護
支
援

専
門
員
連
絡
協
議
会
南
区
支
部
が
協
働
で
開
催
す
る
。
 

②
 
歯
科
医
師
会
と
の
合
同
研
修
会
は
、
南
区
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
新
津
、
芳
川
）
と
行
政
担
当
課
が
協
働

で
開
催
す
る
。
 

③
 
多
職
種
連
携
情
報
交
換
会
「
み
な
み
区
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
」
は
、

新
規

参
加

者
が

増
え

る
よ

う
に

呼
び

か
け

の
対

象
を

拡
大
し
、
よ
り
多
く
の
機
関
と
の
顔
の
見
え
る
連
携
づ

く
り

を
目

指
す

。
「

み
な

み
区

Ｌ
ｏ

ｖ
ｅ

」
の

開
催

方

法
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
の
ほ
か
に
、
集
合
形
式

で
も
開
催
す
る
。
 

④
 
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
家
族
介
護
支
援
事
業
や
講
話
活
動
を

行
う
。
ま
た
、
専
門
職
に
対
し
て
、
研
修
会
等
を
開
催

す
る
。
 

①
 
浜
松
市
医
師
会
主
催
の
研
修
『
多
職
種
連
携
』
に
、

担
当
包
括
と
し
て
運
営
に
携
わ
っ
た
。
 

②
 
実
施
な
し
。
 

③
 
「
み
な
み
区
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ（

み
な
み
ク
ラ
ブ
に
改
称
）
」

は
、
旧
南
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
(新

津
・
芳

川
)
と
合
同
開
催
に
て
、集

合
形
式
に
て

10
回
開
催

し
、
多
機
関
多
職
種
と
の
連
携
を
図
っ
た
。
 

④
 
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

を
含
め
た
家
族
介
護
支
援
事
業
は
開
催
で
き
ず
、
地

域
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
等
に
て
、「
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
」

を
活
用
し
て
、
参
加
者
の
理
解
を
深
め
た
。
 

生
活

支
援

・
介

護
予

防
事

業
推

進
の

た
め

の
基

盤
整

備
 

①
 
既
存
の
「
居
場
所
」
で
あ
る
サ
ロ
ン
団
体
に
対
し
て
、

情
報
交
換
会
を
開
催
す
る
。
 

②
 
介

護
支

援
専

門
員

等
の

地
域

で
活

動
す

る
専

門
職

を

協
議
体
に
繋
げ
、
協
議
体
で
の
熟
議
を
活
性
化
し
、「

居

場
所
空
白
地
」
や
「
活
動
空
白
地
」
に
新
た
な
社
会
資

源
を
創
出
す
る
。
 

③
 
「

き
ら

き
ら

ク
ラ

ブ
」
「

さ
ん

さ
ん

ク
ラ

ブ
」

は
、

活

動
の

継
続

と
参

加
者

に
よ

る
主

体
的

な
運

営
が

さ
れ

る
よ
う
に
後
方
支
援
を
す
る
。
 

①
 
サ

ロ
ン

団
体

が
集

ま
っ

て
の

情
報

交
換

会
が

開
催

で
き
な
か
っ
た
。
 

②
 
「
協
議
体
」
に
て
、
「
居
場
所
空
白
地
」
や
「
活
動

空
白
地
」
の
議
論
は
な
か
っ
た
が
、
中
学
生
参
加
に

よ
る

地
域

活
動

の
活

性
化

や
家

事
支

援
の

社
会

資

源
の
創
出
を
目
指
し
熟
議
を
重
ね
た
。
家
事
支
援
は

具
現
化
し
て
い
な
い
。
 

③
 
「
き
ら
き
ら
ク
ラ
ブ
」「

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
」
は
、

代
表
者
の
変
更
が
あ
っ
た
が
、活

動
が
滞
ら
な
い
よ
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④
 
ロ

コ
モ

指
導

員
や

い
き

い
き

ト
レ

ー
ナ

ー
の

資
格

を

活
か
し
、
地
域
の
各
サ
ロ
ン
へ
の
出
張
教
室
を
開
催
す

る
。
 

⑤
 
ロ
コ
ト
レ
普
及
員
交
流
会
を
開
催
し
、
ロ
コ
ト
レ
グ
ル

ー
プ
の
質
の
向
上
を
図
る
。
 

⑥
 
地

域
の

サ
ロ

ン
活

動
等

に
付

属
し

て
い

な
い

ロ
コ

ト

レ
サ
ロ
ン
へ
出
向
き
、
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
適

宜
指
導
等
行
う
。
 

う
に
後
方
支
援
を
し
た
。
ま
た
、
「
深
層
筋
体
操
ク

ラ
ブ
」
に
は
、
定
例
会
や
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
サ

ロ
ン
等
に
参
加
を
し
て
活
動
支
援
を
し
た
。
 

④
 
地

域
の

シ
ニ

ア
ク

ラ
ブ

や
サ

ロ
ン

等
に

お
い

て
、

「
健
康
講
座
＋
体
操
等
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
た
。

ま
た
、地

域
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
協
力
を

得
て
活
動
を
し
た
。
 

⑤
 
ロ
コ
ト
レ
サ
ロ
ン
の
新
規
団
体
は

2
か
所
。
「
継
続

団
体
普
及
員
養
成
講
座
」
は
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
（
普
及
員
の
集
い
）」

を

開
催
で
き
た
。
 

⑥
 
協
力
依
頼
が
な
く
実
施
が
で
き
な
か
っ
た
。
 

認
知

症
施

策
の

推
進

 

①
 
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、
小
中
学
校
や
一
般

企
業
、
地
域
の
サ
ロ
ン
等
へ
呼
び
か
け
を
行
い
、
企
画

分
と
依
頼
分
併
せ
て
、
年
３
回
の
実
施
を
目
指
す
。
 

※
 
は

ま
ま

つ
あ

ん
し

ん
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

対
象

と

し
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催
す
る
。
 

②
 
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
活
用
目
標
を
年

3
件

と
す
る
。
 

③
 
地
域
の
介
護
支
援
専
門
員
の
協
力
を
得
て
、
オ
レ
ン
ジ

シ
ー

ル
を

利
用

し
て

い
る

本
人

や
そ

の
家

族
の

交
流

会
を
開
催
す
る
。
年

3
回
目
標
。
 

④
 
オ
レ
ン
ジ
シ
ー
ル
登
録
者
の
現
況
確
認
を
年

3
回
の
頻

度
で
行
う
。
 

①
 
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
計

3
回
実
施（

企

画
2
件
）
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
の
合
同
開
催
の

他
、
浜
松
市
立
白
脇
小
学
校

4
年
生
を
対
象
に
実
施

し
た
。
 

②
 
活
用
実
績

4
件
。
 

③
 
家
族
介
護
者
交
流
事
業
と
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
シ
ー
ル

利
用

者
や

そ
の

家
族

等
を

対
象

と
し

た
交

流
会

を

計
1
回
実
施
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
浜
松
磐
田
信
用

金
庫
三
和
支
店
の
協
力
を
得
て
、「
認
知
症
と
お
金
」

を
テ

ー
マ

に
認

知
症

の
方

を
介

護
す

る
家

族
に

情

報
提
供
を
し
た
。
 

④
 
現
況
確
認
を
年

3
回
実
施
し
た
。
 

 

地
域

見
守

り
支

援
 

①
 
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
対

象
に

認
知

症
サ

ポ
ー

タ

ー
養
成
講
座
を
行
い
、
認
知
症
に
関
す
る
理
解
促
進
を

図
る
。
 

②
 
認
知
症
ひ
と
り
歩
き
模
擬
訓
練
事
業
に
協
力
し
、
ひ
と

り
歩
き
高
齢
者
へ
の
声
掛
け
訓
練
を
行
い
、
地
域
へ
の

啓
発
活
動
と
す
る
。
 

③
 
圏
域
小
中
学
校
（
白
脇
小
学
校
、
飯
田
小
学
校
、
東
部

中
学
校
）
に
て
、
認
知
症
や
地
域
の
見
守
り
に
つ
い
て

講
座
を
行
え
る
よ
う
に
、
小
中
学
校
と
調
整
す
る
。
 

①
 
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
合
同
開
催
に
て
、民

生
委
員

を
対
象
に
実
施
し
た
。
企
業
対
象
は
未
実
施
。
 

②
 
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
新

津
が

主
担

当
を

し
た

認
知

症
ひ

と
り

歩
き

(
徘

徊
)
模

擬
訓

練
事

業
に

協

力
し
た

 

③
 
浜
松
市
立
白
脇
小
学
校

4
年
生
を
対
象
に
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
た
。
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地
域

ケ
ア

会
議

（
多

職
種

協
働

に
よ

る
地

域
包

括
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

）
 

①
 
多
職
種
連
携
情
報
交
換
会
「
み
な
み
区
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
」
を

再
開

・
継

続
し

、
今

後
も

連
携

強
化

を
図

る
。

ま
た

、

「
み
な
み
区
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
」
の
開
催
方
法
に
つ
い
て
は
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
の
ほ
か
に
、
集
合
形
式
で
も
開
催
す
る
。
 

※
 
参
加
者
の
意
見
を
聞
き
取
り
、
年
間
予
定
を
作
成

す
る
。
 

②
 
個
別
ケ
ー
ス
地
域
ケ
ア
会
議
を
繰
り
返
し
行
い
、
共
通

す
る
課
題
を
見
出
し
、
研
修
等
に
つ
な
げ
て
い
く
。
 

③
 
圏
域
ケ
ア
会
議
の
結
果
に
基
づ
き
、
各
機
関
の
活
動
の

理
解
を
目
的
に
研
修
会
を
立
ち
上
げ
、
各
機
関
と
の
連

携
の
強
化
を
目
指
す
。
 

①
 
「
み
な
み
区
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ（

み
な
み
ク
ラ
ブ
に
改
称
）
」

は
、
旧
南
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
(新

津
・
芳

川
)
と
合
同
開
催
に
て
、集

合
形
式
に
て

10
回
開
催

し
、
多
機
関
多
職
種
と
の
連
携
を
図
っ
た
。
参
加
者

の
減
少
が
課
題
と
な
っ
た
。
 

②
 
ケ
ア
会
議

2
件
実
施
。
 

○
個
別
ケ
ア
会
議

2
件
。
 

・
独
居
で
認
知
症
、
病
識
が
な
く
困
り
ご
と
を
上
手

く
周

囲
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ず
介

入
困

難
な

ケ

ー
ス
。
 

・
自
宅
の
建
屋
や
庭
木
の
整
備
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

も
通

っ
て

い
な

い
環

境
で

生
活

し

て
い
る
。
場
に
適
さ
な
い
行
動
も
あ
る
な
か
、
地
域

で
の
見
守
り
体
制
を
検
討
し
た
ケ
ー
ス
。
 

○
圏
域
ケ
ア
会
議

0
件
 

③
 
研
修
会
の
開
催
は
未
実
施
。
 

 

指
定

介
護

予
防

支
援

 

①
 
よ
り
適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
た
め
、
初
回

面
接
や
初
回
訪
問
は

2
名
以
上
の
職
員
で
対
応
す
る
。
 

②
 
対
象
者
自
ら
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
を
で
き
る
よ
う
に
、
心

身
の
状
況
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
複
数
提
示
す
る
。
 

③
 
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
の
プ
ラ
ン
を
含
め
、
職
員

1

人
当
た
り

20
件
以
下
と
す
る
。
 

①
 
初
回
相
談
は
、
職
員

2
名
で
対
応
し
、
複
数
の
視
点

か
ら
支
援
方
法
を
検
討
し
て
、
対
応
を
し
た
。
 

②
 
対
象
者
の
希
望
等
を
確
認
し
、複

数
の
職
員
で
支
援

方
法
を
検
討
し
、
対
象
者
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
、

支
援
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
複
数
提
示
ｌ
し
た
。
 

③
 
職
員
ひ
と
り
あ
た
り
、
平
均

8.
9
件
（
介
護
予
防
支

援
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ａ
）
を
担
当
し
た
。
 

そ
の

他
 

①
 
セ

ン
タ

ー
内

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

等
で

業
務

内
容

の
評

価

を
行
い
、
改
善
案
に
取
り
組
み
、
評
価
を
行
い
、
定
着

を
図
る
。
 

※
 
令
和

5
年
度
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
開
設
日
を
月
～

土
曜
日
（
但
し
、
祝
日
、
1
2
月

2
9
日
～
翌
年

1

月
3
日
を
除
く
）
と
し
、
開
設
時
間
を

8
時

3
0

分
～
17

時
30

分
と
す
る
。
 

②
 
社

会
福

祉
士

養
成

課
程

（
聖

隷
ク

リ
ス

ト
フ

ァ
ー

大

学
・

静
岡

福
祉

大
学

等
）
、

在
宅

看
護

実
習

（
浜

松
市

立
専
門
学
校
等
）
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
。
 

①
 
月

2
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
業
務
内
容
の
評
価

及
び
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
振
り
返
り
を
行
い
、
業
務
改

善
に
努
め
た
。

 

※
 

苦
情

件
数

1
件
 

認
知

症
の

疑
い

が
あ

る
近

隣
住

民
に

つ
い

て

の
相
談
。
相
談
者
が
当
セ
ン
タ
ー
の
対
応
に
納

得
が
で
き
ず
、
浜
松
市
高
齢
者
福
祉
課
に
苦
情

が
入
る
。
 

※
 
令
和

5
年
度
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
開
設
日
を
月

～
土
曜
日
（
但
し
、
祝
日
、
12

月
29

日
～
翌
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年
1
月

3
日
を
除
く
）
と
し
、
開
設
時
間
を

8

時
3
0
分
～
17

時
3
0
分
と
し
た
。
 

②
 
社
会
福
祉
士
養
成
課
程（

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大

学
2
名
・
静
岡
福
祉
大
学

2
名
）
、
在
宅
看
護
実
習

（
浜
松
市
立
専
門
学
校
 
1
年
生

4
名
、
3
年
生

1
4

名
）
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
た
。
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事業報告の附属明細書 

 

 

 

令和５年度事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の附属明細は作成

しない。 
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